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・	 （ ）は、言葉を言い換えたり、説明を補足するために用いている。 
・	 〔 〕は、翻訳の際、言葉を補うために用いている。 
・	 本論文において使用したテキストや先行研究に関する略号は、略号・先行研究一覧に
纏めた。 
・	 本論文におけるパーリ聖典は、註記がある場合を除き PTS 版を使用している。 
・	 本論文は縁起説に関する研究であり、因果関係を示すために矢印（→, ←, ⇔）などを
多用している。これらの記号が意味するところは以下の通りである。 
 
「A→B」とある場合、「A によって B がある」を意味する。 
「B←A」とある場合、「B の原因は A である」を意味する。 
「A⇔B」とある場合、「B によって A があり、A によって B がある」を意味する。 
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 中村は自身がアショーカ王以前のものと位置づける Sn. 3の中でも、特に第四章
Aṭṭhakavagga、第五章 Pārāyanavagga を釈尊に近い時代の思想を伝える資料と位置づけて
いる。この Sn.の第四章と第五章は特に古い4と一般的に考えられており、その理由につい
                                                      
2 石上善応[1957: p. 503]は、Sagāthavagga について「Sagātha の一節が、Sn.の一節よりも古い形を示して
いる場合があり、Sn.の成立と時期が類似している。…長老、長老尼偈は Sn.と Sagātha の成立後、その影
響を受けて成立したものと考えられる。」と述べる。 
3 中谷英明[2003][2006]は、Sn.を三層五部に分けている。 




典に引用されている。③部派の中には Aṭṭhakavagga,  Pārāyanavagga を独立の経として取り
扱っているものがある。④Aṭṭhakavagga,  Pārāyanavagga の vatta(or vaktra) metre は、その
構造上、Jātaka,  Theragāthā,  Therīgāthā,  Itivuttaka,  Dhammapada に見られる metre よりも古
い。⑤Khuddakanikāya の中に含まれる古い註釈書 Niddesa は、 Sn.全体ではなく
Aṭṭhakavagga,  Pārāyanavagga および第一章第三経に対してのみ註釈している。 
	 荒牧典俊[1983a]は、Sagāthavagga の Devatāsaṃyutta の韻文経典群から発達して成立し
たものが Mārasaṃyutta であることを証明しようと試みた。その上で、「最古層の韻文経

























                                                      
5 荒牧典俊[1983a: p. 3] 


















	 Geiger[1916: pp. 1-2]11は、パーリ語の歴史的な発展段階を四つに分けた。それによると、
韻文資料が散文資料よりも古いということになる。 
	 Winternitz[1920: p. 43, pp. 71-72]12は、ニカーヤ中の韻文資料が三蔵文献の最古の部分に
属していると言う。また、最古の韻文資料の多くが保存されているとすれば、それは Sn.
であると述べ、Aṭṭhakavagga と Pārāyanavagga が他のテキストにも引用されていることと、
これらには古い註釈である Niddesa があることについても言及している。 
	 Fausbøll[1924: introduction. xi]は、Sn.が原始仏教の残滓を残した資料であることを述べ、
その中でも Mahāvagga と Aṭṭhakavagga の大部分は、言語と内容という二つの視点から見
て極めて古いことを指摘している13。 
	 Bapat[1924: introduction. xiv]は、Sn.の内容と形式から、経の大部分が構築されたのは、
仏滅後五十年以内であることを指摘し、Sn.は三蔵における最古の詩文集であると述べる。 
	 Pande[1957: pp. 53-55]は、Aṭṭhakavagga と Pārāyanavagga が極めて古いということは、
                                                      
7 村上・及川[1990: pp. 306-312] 
8 リス・デヴィッヅ[1984: pp. 133-134] 
9 Law[1933: pp. 232-233]は、Sn.は経蔵のうち最も重要な作品の一つであり、それはガウタマ・ブッダの
時代におけるインドの社会、経済、宗教の状況を含んでいると述べる。 
10 Law[1933: p. 233]は、Rhys Davids の言葉を借りて、ニカーヤに含まれる唯一の古い註釈 Niddesa の対
象となっていることから、これら二章は密接に関連していたと述べる。 
11 Geiger[1943: pp. 1-2]、ガイガー[1987: p. 2] 
12 Winternitz[1933: p. 58, 92]、ヴィンテルニッツ[1978: p. 369, pp. 72-73] 
13 この Fausbøll 説に対して、前田惠學[1964: p. 100]は、ヴェーダ語形が多少多く散見するか否かという
視点のみで、新古を決定することに対して慎重であるべきと述べる。Pande[1957: p. 55]も、この Fausbøll





	 Warder[1967: p. 224]は、パーリ語の韻律を研究し、そこからテキストを年代順に整理で
きる可能性を示唆している。さらに、Aṭṭhakavagga は、極めて古い韻律である vatta を多
く含む Pārāyanavagga より遅れて成立したと述べる。 
	 Norman[1983: pp. 63-70]は、Sn.のうちのいくつかは、最も古い仏教韻文資料に属すると


























                                                      

































                                                      
15 Ud. 1, 1-3(pp. 1-3), Vin.(Vol. Ⅰ pp. 1-2) 
16 赤沼智善[1981: p. 486]、舟橋一哉[1952: pp. 70-71, pp. 152-153]、定方晟[1985: p. 56]、松本史朗[1989: p. 
22]、宮本啓一[2005: p. 14] 
17 木村泰賢[3: p. 204]、小谷信千代[2002: pp. 13-14]  
18 宮地廓慧[1979: pp. 556-557]は、三枝説に賛成し、縁起説が覚りの内容であることは否定するが、覚り
と密接に関連するものだと考えている。 
19 中村元[16: p. 377]、並川孝儀[2010: pp. 107-108] 
20 MAV(re-ed).(pp. 134-142)には、散文を再説する形ではあるが、韻文で十二支縁起説が説かれている。 
21 Cf. 平野真完[1965] 



















	 和辻哲郎[5: pp. 81-82]は、「大縁経」を用いて、まず DN. 15 と DĀc. 13 に説かれる縁起










                                                      
23 平川彰[1: pp. 401-403] 
24 平川彰[1: p. 431] 











DĀc. 13	 	 	 	 十二支概説⇒老死〜愛の註釈⇒愛と争闘などの関係⇒受〜識の註釈 
DN. 15	 	 	 	  九支概説⇒老死〜愛の註釈⇒愛と争闘などの関係⇒受〜識の註釈	 









	 中村元[16: pp. 383-419]は、韻文資料から散文資料に説かれる十二支縁起説の素材を見出











	 平川彰[1: pp. 432-434]は、縁起説が簡単なものから複雑なものへと展開していくことが
資料に基づいた説得性のある見方であると認めながらも、縁起説の意味を考えた時、その
難解さは変わらないと述べる。 




	 梶山雄一[1991: p. 31]は、フラウワルナーの説を挙げ、欲望に基づく迷いの生存のあり方
を示した「渇愛→取→有→生→老死」と、認識論的な分析を示した「識→名色→六処→触
→受」が別々に発展し、結合したと述べる。また、梶山は漢訳阿含経に見られる五支縁起
                                                      
28 和辻哲郎[5: p. 85] 





	 仲宗根充修[2006: pp. 57-87, pp. 117-143]は、水野説に倣って、三事和合触を起点とする
縁起説から十支縁起説への展開を論じている。また、識と名色の縁起関係は、四食説や識
住説と関係して成立し、この関係を軸に十支縁起説が成立したと考えている。さらに、十
二支縁起説の成立に関しては、SN. 12, 25 に見られる「無明→思≒行」と、SN. 12, 38-40
に見られる「思（≒行）→所縁→識住→…」という縁起関係が思（≒行）を介在して連絡
した結果、十二支縁起説が成立した可能性を示唆している。 












	 Poussin[1913: pp. 1-5]は、後述する Sn.の Dvayatānupassanāsutta が初期の縁起説の展開
を探る上で重要な手がかりとなることを指摘する31。 





	 Vetter[1988: p. 47]は、無明から受までの縁起関係と、渇愛から老死までの縁起関係が結
びついた結果、十二支縁起説が成立したと述べる。 
	 Warder[1993: pp. 1-2]は、経典中に見られる縁起説の多くは十二支であるが、その起源
を明らかにする重要なヴァリエーションもいくつか存在すると言う。また、九支縁起説を
説く Mahānidānasuttanta を最古の縁起経典として位置づけ、Nidānasaṃyutta では行を識の
原因として付け加えると述べている。 
                                                      
30 梶山雄一[1991: pp. 31-32] 
31 Cf. 梶山雄一[1991: pp. 23-24]、Bucknell[1999: pp. 317-318]、仲宗根充修[2006: p. 40] 




ら、九支縁起説や十支縁起説へ展開したと述べる。具体的には、Tiṇṇaṃ saṅgati phasso が
Saḷāyatana-paccayā phasso に置き換えられて十支縁起説の系統が成立する、あるいは
saḷāyatanaが見落とされた場合はNāmarūpa-paccayā phassoに置き換えられて九支縁起説の






















































































のは十二支縁起説である。Vin.(Vol. Ⅰ p. 1)には、ブッダがウルヴェーラーにて成道する





	 SN. 12, 37(Vol. Ⅱ p. 65. 3-7): 
Tatra kho bhikkhave sutavā ariyasāvako paṭiccasamuppādaññeva sādhukaṃ yoniso 
manasi karoti|| || Iti imasmiṃ sati idaṃ hoti|| imassuppādā idam uppajjati|| imasmin asati 







                                                      












	 SN. 12, 20(Vol. Ⅱ p. 25. 17-20): 
Katamo ca bhikkhave paṭicca-samuppādo|| Jātipaccayā bhikkhave jarāmaraṇam uppādā vā 
Tathāgatānam anuppādā vā Tathāgatānaṃ|| ṭhitā va sā dhātu dhammaṭṭhitatā 








	 また、対応する梵文資料や漢訳資料に該当箇所が見られないものの、SN. 12, 62(Vol. Ⅱ 








                                                      
34 SN. 12, 37(Vol. Ⅱ p. 65), SN. 12, 41(Vol. Ⅱ p. 70), SN. 12, 61(Vol. Ⅱ p. 95), SN. 55, 28(Vol. Ⅴ p. 
388), MN. 115(Vol. Ⅲ pp. 63-64) 
35 SN. 12, 1(Vol. Ⅱ pp. 1-2), SN. 12, 2(Vol. Ⅱ p. 2) 
36 SN. 12, 60(Vol. Ⅱ p. 92) 
37 DN. 15(Vol. Ⅱ p. 55) 
38 DN. 14(Vol. Ⅱ p. 36) 
39 この idappaccayatā に対して、三枝充悳[1995: pp. 579-582]は「相依性」と訳すことに反対し、「此縁性」
と翻訳する。一方、平川彰[1: p. 539]はこれに対して、idappaccayatā に「相依性」の意味が含まれている
ことは明らかとし、三枝説に異を唱えている。 
40 平川彰[1: p. 492] 
41 NidSa(Tr). 14, 2(p. 147) 
42 SĀc(1). 296(T02. 84) 
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 Sn. 653 


























いく。縁起関係は最古層から既に説かれている。Sn. 773 には、Icchānidānā bhavasātabaddhā
（欲求を因として、生存の快楽に縛られる）という nidāna を用いた縁起関係が見られ、Sn. 
784 には、kuppapaṭiccasanti（揺れ動くものによる静まり）という paṭicca を用いた縁起関
                                                      
43 Th. 422 には、paṭiccuppannadhamma（縁りて生じた現象）という用語があり、縁起の語源と類似して
いる。また、この用語も行為と果報に関連して説かれている。 
44 SN. 5, 9(Vol. Ⅰ p. 134)に説かれる hetuṃ paṭicca sambhūtaṃ|| hetubhaṅgā nirujjhati|| ||（原因によって生
じ、原因の破壊により滅する。）という表現は paṭicca という語も用いられており、縁起の思想を明確に
示したものと言えよう。 































                                                      
46 藤田宏達[1978: p. 89] 
47 「貪りや来世への願望と目的←欲望」(Sn. 865)、「怒りと妄語と疑い←快、不快」(Sn. 868)、「滅した
り生じたりするこの道理←触」(Sn. 870)、「所有欲←欲求」(Sn. 872)、「妄想によって〔色を〕名付ける
こと←想い」(Sn. 874) 




49 南清隆[1985: pp. 92-93] 
50 Sn.(pp. 139-149) 
 17 
られる51。例を挙げると、無明(Sn. 729)、行(Sn. 731)、識(Sn. 734)、触(Sn. 736)、受(Sn. 739)、












	 原因を表す単語に関して言えば、最古層では nidāna が多く見られるが、古層では
Dvayatānupassanāsutta を中心に、散文資料における縁起説に見られる paccaya が多く用い
られるようになった。nidāna はインド一般に古くから用いられている単語と言われており








	 まず、先に言及した Dvayatānupassanāsutta に見られる三支縁起説を以下に示す。 
 
	 Sn. 742 
“Upādānapaccayā bhavo, bhūto dukkhaṃ nigacchati, 




                                                      
51 Cf. 中村元[16: pp. 404-408] 
52 Poussin[1913: pp. 1-5]、Bucknell[1999]、荒牧典俊[1988: pp. 92-93]、梶山雄一[1991: pp. 23-24]、中村
元[16: pp. 404-408] 
53 Ud. 8, 8(p. 92), Dhp. 212-216, Sn. 731, 734, 742-743, 744, 747, 750 
54 藤田宏達[1978: p. 91]、中村元[16: p. 408] 
55 平川彰[1: p. 505] 
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 Sn. 743 
Tasmā upādānakkhayā samma-d-aññāya paṇḍitā 






を想定する必要のない Sn. 742 に対して、執着が滅することを説く Sn. 743 では、輪廻が想
定されており、縁起説として完全なものではない。そのことに関して、Sn. 743 の bcd 句が
共通している偈は、別の韻文資料にもいくつか見受けられ56、a 句のみが流動的であること





	 Sn. 3657 
Saṃsaggajātassa bhavati sneho, snehanvayaṃ dukkham idam pahoti, 








	 SN. 1, 4-4(Vol. Ⅰ p. 22. 21-23): 
Chandajam aghaṃ|| chandajaṃ dukkhaṃ|| 






                                                      
56 It. 93(p. 93), It. 95(p. 95), It. 104(pp. 108-109) 













































	 まず目につくのは、渇愛を原因とする支分が、一般的な各支縁起説では upādāna である
にも関わらず、三支縁起説では upādāna の代わりに upadhi が用いられている点である。し
かし、この upadhi という用語は難解であるため、本章では upadhi という用語の意味を考












第二節	 upadhi と upādāna	 
第１項	 upadhi の用例	 
	 初期経典における upadhi という用語2は難解であり、研究者によってその訳語は多岐に
わたる3。そこで、先行研究4や辞書5を参考にすれば、upadhi には二つの意味が与えられて
                                                      
1 和辻哲郎[5: p. 181]は、六支縁起として取り扱っているが、森章司[1995: p. 492]は、五支縁起説として
扱っており、それに倣う。 
2 upadhi に関する先行研究は、Bhattacarya[1968](和訳: バッタチャルヤ[1985])、宮本正尊[1975]などが挙
げられる。 
3 upadhi の諸訳については、服部弘瑞[2011: pp. 377-386]が詳しい。 
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け、初期経典における upadhi の用例を見ていく。 
 
(1)	 「所有物」を意味する upadhi	 
	 まず、韻文資料における所有物を意味する upadhi の用例を見る。 
 
	 SN. 1, 2-27 (Vol. Ⅰ p. 6. 9-13): 
Nandati puttehi puttimā|| gomiko gohi tath-eva nandati|| 




Socati puttehi puttimā|| gomiko gohi tath-eva socati|| 










                                                                                                                                                              
4 宮本正尊[1975] 
5 CPD.(Vol. Ⅱ pp. 453-454) 
6 拙稿(唐井隆徳[2015a][2015b]) 
7 SN. 4, 1-8(Vol. Ⅰ pp. 107-108), Sn. 33-34, SĀc(1). 1004(T02. 263), Mvu.(Vol. Ⅲ pp. 417-418) 
8 SN-a. 1, 2-2(Vol. Ⅰ pp. 31-32)によると、upadhi には kāma-upadhi, khandha-upadhi, kilesa-upadhi, 
abhisaṅkhāra-upadhi の四種類があること、そしてここでの upadhi は kāma-upadhi を意味していることが
分かる。 





	 Ud. 7, 1011(p. 79. 24-26): 
mohasambandhano loko bhabbarūpo ’va dissati, 
upadhibandhano bālo tamasā parivārito 












	 Vin.13(Vol. Ⅰ p. 36. 18-21): 
rūpe ca sadde ca atho rase ca kāmitthiyo cābhivadanti yaññā. 
etaṃ malan ti upadhīsu ñatvā, tasmā na yiṭṭhe na hute arañjin ti. 
                                                      
10 アルダマーガディー語では uvahi が upadhi に対応している。Cf. An  Illustrated  Ardha-māgadhī  Dictionary 
11 Uv. 27, 6 
moṣasambandhano loko bhavyarūpa iva dṛśyate 
upadhībandhanā bālās tamasā parivāritāḥ 
asat sad iva dṛśyate paśyato nāsti kiñcanam 
12 PTS には sassar iva とあるが、意味を把握し難い。したがって、ビルマ第六結集版に従う。 
13 Mvu.(Vol. Ⅲ p. 444. 13-16): 
annāni pānāni atho rasāni kāmāṃ striyo cābhivadaṃti yajñe 
etaṃ malan ti upadhīsu jñatvā tasmān na yajñe na hute ramāmi 
 
	 Saṅghabh.(Vol. Ⅰ p. 155. 16-19): 
annāni pānāni tathā rasāṃś ca kāmān stiriyaś caiva vacanti haike 
tāvan malān upadhau saṃprapaśyan tasmān na iṣṭe na hute rato ’ham 
 



















	 It. 77(p. 69. 10-13): 
Kāyañ ca bhindantaṃ ñatvā viññāṇañ ca virāguṇaṃ15 




	 この資料における upadhi は ab 句から考えて、肉体や識を所有物と見做している。また、
この韻文資料に付随する散文資料には Bhindantāyaṃ bhikkhave kāyo, viññāṇaṃ 
virāgadhammaṃ sabbe upadhī aniccā dukkhā vipariṇāmadhammā（比丘たちよ、この肉体は
壊れる。識は衰える性質である。一切の所有物(upadhi)は無常であり、苦であり、変化す




	 次に、散文資料における所有物を意味する upadhi の用例を見る。 
 
	 MN. 26(Vol. Ⅰ pp. 161. 35-162. 10): 
Katamā ca bhikkhave anariyā pariyesanā: Idha bhikkhave ekacco attanā jātidhammo 
samāno jātidhammañ-ñeva pariyesati, attanā jarādhammo samāno jarādhammañ-ñeva 
pariyesati, attanā byādhidhammo … attanā maraṇadhammo … attanā sokadhammo … 
attanā saṅkilesadhammo samāno saṅkilesadhammañ-ñeva pariyesati. 
Kiñ ca bhikkhave jātidhammaṃ vadetha: Puttabhariyaṃ bhikkhave jātidhammaṃ, 
dāsidāsaṃ jātidhammaṃ, ajeḷakaṃ jātidhammaṃ, kukkuṭasūkaraṃ jātidhammaṃ, 
hatthigavāssavaḷavaṃ jātidhammaṃ, jātarūparajataṃ jātidhammaṃ. 
Jātidhammā h’ ete bhikkhave upadhayo17, etthāyaṃ gathito mucchito ajjhopanno18 attanā 
                                                      
14 ウルヴェーラ･カッサパに関する偈である Th. 378 には、以前祭祀によって満足しており、欲望の領域
を好んでいたことが説かれている。 
15 異本には pabhaṃguṇaṃ とある。 
16 SN. 22, 43(Vol. Ⅲ pp. 42-43), SN. 35, 13(Vol. Ⅳ pp. 6-8) 
17 註釈 MN-a. 26(Vol. Ⅱ p. 170)によると、この upadhi は五つの欲望の対象(pañcakāmaguṇa)を表してい
 26 
















	 以上、所有物を意味する upadhi の用例19を概観した。身体の構成要素を示唆すると思わ
れる upadhi も見られるが、その用例の多くが、在家者やバラモンが所有するような世俗的
な所有物を upadhi で表現していることが分かる。 
 
(2)	 「所有」を意味する upadhi	 
	 次に、韻文資料における所有を意味する upadhi の用例を見る。 
 
	 Ud. 3, 10(p. 33. 11-12): 
Upadhiñ hi paṭicca dukkham idaṃ sambhoti20, 




	 この資料は upadhi と upādāna が同義であることを示唆している。upadhi と upādāna は語
根が異なり、意味も異なると考えられ、なぜ別の用語を使用したのか考察する必要がある
                                                                                                                                                              
る。 
18 下線部のフレーズは upadhi だけでなく pañca-kāmaguṇa にも用いられている。Cf. DN. 13(Vol. Ⅰ p. 
245), MN. 26(Vol. Ⅰ p. 173) 
19 南伝には見られないが、北伝には upadhi-vāraka(vārika)という複合語があり、「所有物を管理する者」
という意味で用いられ、この upadhi も所有物を表している。Cf. BHSD.  p. 136 








・	 kāyena amataṃ dhātuṃ phassayitvā nirūpadhiṃ21（身をもって所有を離れた不死の世界を
体得して） 
・	 vippamuttaṃ nirupadhiṃ22（解脱し、所有を離れた） 
・	 vimutto upadhisaṃkhaye23（所有を滅尽して、解脱した者） 
・	 sītibhūtaṃ nirūpadhiṃ24（清涼となり、所有を離れた） 
 




んどである。この場合の sabbūpadhi-paṭinissagga は涅槃と同義であることから、upadhi は
所有を表していると考えてよいだろう。以下に定型句以外の用例を示す。 
 
	 AN. 6, 56(Vol. Ⅲ p. 382. 10-16): 
Idh’ Ānanda bhikkhuno pañcahi orambhāgiyehi saṃyojanehi cittaṃ vimuttaṃ hoti, 
anuttare ca kho upadhisaṃkhaye cittaṃ avimuttaṃ hoti. So tamhi samaye maraṇakāle 
labhati Tathāgataṃ dassanāya. Tassa Tathāgato dhammaṃ deseti ādikalyāṇaṃ majjhe 
kalyāṇaṃ … pe … brahmacariyaṃ pakāseti. Tassa taṃ dhammadesanaṃ sutvā anuttare 







                                                      
21 It. 51(p. 46), It. 73(p. 62) 
22 Thī. 320, 334, Cf. It. 57(p. 50), Th. 516 
23 Sn. 992, It. 112(p. 123) 
24 Sn. 642, Dhp. 418 
25 Vin.(Vol. Ⅰ p. 5), DN. 14(Vol. Ⅱ p. 36), MN. 22(Vol. Ⅰ p. 136), MN. 26(Vol. Ⅰ p. 167), MN. 
64(Vol. Ⅰ p. 436), SN. 6, 1-1(Vol. Ⅰ p. 136), SN. 48, 50(Vol. Ⅴ p. 226), AN. 3, 32(Vol. Ⅰ p. 133), AN. 
4, 114(Vol. Ⅱ p. 118), AN. 5, 140(Vol. Ⅲ p. 164), AN. 10, 6(Vol. Ⅴ p. 8), AN. 10, 60(Vol. Ⅴ p. 110), 





聞いて upadhi を滅尽して解脱する。このことから、upadhi を滅尽した状態が阿羅漢果であ
るかどうか定かではないが、不還果よりも勝れた境地である26と言える。「無上愛盡解脱」
27と漢訳されていることからも、ここでの upadhi は所有を表していると言えよう。 






	 初期経典における upadhi について考察した。以下に纏める。 
 
・	 概して韻文資料は散文資料より古いと言われているが、upadhi の用例を見る限り、韻










第２項	 upādāna の用例	 




る upādāna、もう一つは燃料を意味する upādāna であるが、upa-ā-√dā の「取る」という意
味から考えれば、前者は「取り込む作用」、後者は「取り込む対象」を表している。 
                                                      
26 註釈 AN-a. 6, 56(Vol. Ⅲ p. 393)によると、upadhi を滅尽した状態が涅槃(nibbāna)であると解釈されて
いる。 
27 SĀc(1). 1023(T02. 267) 
28 SN-a. 12, 66(Vol. Ⅱ p. 119) 
29 upādāna を研究した Lovejoy[1898: pp. 127-128]は、M. Senart の upādāna は upādānakkhandha の省略系
であるとの説を否定した。 
 29 
	 本項では、upādāna の用例を概観することで、縁起説における upādāna の意味を考察し
ていきたい。尚、upa-ā-√dā からなる単語は upādāna 以外にも種々見られ、これ以降 upādāna
と言う場合、それらも含むことにする。 
 
(1)	 韻文資料における upādāna	 
	 最古層には upādāna という名詞が見られることはない。一方、古層における upādāna の
用例に関して、取り込む作用（執着）を表すものとして、anupādāya nibbuto30（執着せず、
涅槃した。）という用例が挙げられる。また、取り込む対象（燃料）を表すものとして、




	 まず、最古層における upādāna の用例を見る。 
 
	 Sn. 1103 
Ādānataṇhaṃ vinayetha sabbaṃ Bhadrāvudhā ti Bhagavā 
uddhaṃ adho tiriyañ cāpi majjhe, 











	 Sn. 800 
Attaṃ pahāya anupādiyāno ñāṇe pi so nissayaṃ no karoti, 
sa32 ve viyattesu na vaggasārī, diṭṭhim pi so na pacceti kiñci. 
得たものを捨てて取らない者、彼は智慧にさえも依りかからない。 
実に彼は異端の者たちの中で群れることなく、いかなる見解をも受け入れない。 
                                                      
30 Sn. 638, Dhp. 414 
31 SN. 3, 1-1(Vol. Ⅰ p. 69) 
32 PTS には sā とあるが、Nidd I. 800(p. 107)、ビルマ第六結集版に従う。 
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 Sn. 170 
Kataman taṃ upādānaṃ, yattha loko vihaññati, 




	 Sn. 171 
Pañca kāmaguṇā loke manochaṭṭhā paveditā, 










だが、先述した Sn. 800 と同様、必ずしも心の作用としての執着を表しているだけではな
い。例えば、Hitvāna piyañ ca appiyañ ca anupādāya anissito kuhiñci34（愛しいものや愛しく
ないものを捨てて、取ることなく、どこにも依りかからない者）、Nivesanaṃ yo manaso ahāsi, 
pariggahā yassa na santi keci, anupādiyāno idha vā huraṃ vā35（心の執着を除き、いかなる所
有物も持たない。彼はこの世でもあの世でも取ることなき者である。）の upādāna は執着
と実際に手にする状況を示唆していると考えるのが妥当であろう。 
                                                      
33 この「捨てる」を意味する単語は、接頭辞 upa-を欠いた ā-√dā と共に用いられることもあり、「取る」
の対義語として現れる。Cf. Sn. 785, 954 
34 Sn. 363 
35 Sn. 470 
 31 
	 また、Tasmā upādānakkhayā … nāgacchanti punabbhavan36（それゆえ、取の滅尽により
…再び生存にやって来ない。）、nissito ca upādiyaṃ itthabhāvaññathābhāvaṃ saṃsāraṃ 
nātivattati37（依りかかった者は執着しつつ、ここの状態から異なる状態に行く輪廻を越え




(2)	 散文資料における upādāna	 
	 次に、散文資料における upādāna の用例を見る。 
 
	 MN. 143(Vol. Ⅲ p. 259. 12-14): 
Tasmātiha te, gahapati, evaṃ sikkhitabbaṃ: Na cakkhuṃ upādiyissāmi, na ca me 







般的には五蘊に対する執着の用例が最も多く、SN. 22 に散在している。 
	 その他、取り込む作用を表すものを眺めると、anukampaṃ upādāya39（憐れみをもって）、
catunnañ ca mahābhūtānaṃ upādāya rūpaṃ40（四大要素を取って〔存在する〕色）、pañcannam 









                                                      
36 Sn. 743 
37 Sn. 752 
38 Ud. 3, 10(p. 33) 
39 DN. 16(Vol. Ⅱ p. 133), MN. 26(Vol. Ⅰ p. 161) 
40 MN. 9(Vol. Ⅰ p. 53) 
41 SN. 4, 2-6(Vol. Ⅰ p. 112) 




















	 MN. 28(Vol. Ⅰ p. 185. 27-34): 
Hoti kho so āvuso samayo yaṃ bāhirā āpodhātu pakuppati, antarahitā tasmiṃ samaye 
bāhirā paṭhavīdhātu hoti. Tassā hi nāma āvuso bāhirāya paṭhavīdhātuyā tāva mahallikāya 
aniccatā paññāyissati, khayadhammatā paññāyissati, vayadhammatā paññāyissati, 
vipariṇāmadhammatā paññāyissati, kiṃ pan’ imassa mattaṭṭhakassa kāyassa 
taṇhupādiṇṇassa ahan ti vā maman ti vā asmī ti vā, atha khvāssa no t’ ev’ ettha hoti. 





43 SN. 12, 2(Vol. Ⅱ p. 3) 
44 宮本正尊[1989: p. 179] 
45 DN. 1(Vol. Ⅰ p. 25. 27-33): 
Ahañ c’eva kho pana idaṃ kusalan ti yathā-bhūtaṃ appajānanto, idaṃ akusalan ti yathā-bhūtaṃ 
appajānanto, idaṃ kusalan ti vā vyākareyyaṃ idaṃ akusalan ti vā vyākareyyaṃ, tattha me assa chando 


































	 SN. 44, 9 (Vol. Ⅳ pp. 399. 20-400. 8): 
①Seyyathāpi Vaccha aggi sa-upādāno jalati no anupādāno|| evam eva khvāham Vaccha 
sa-upādānassa upapattim paññāpemi no anupādānassā ti|| || … 
② Yasmiṃ kho Vaccha samaye acci vātena khittā dūram pi gacchati|| tam ahaṃ 
vātupādānam vadāmi vāto hissa Vaccha tasmiṃ samaye upādānaṃ hotī ti|| || … 
③Yasmiṃ kho Vaccha samaye imañ ca kāyam nikkhipati satto ca aññataram kāyam 
anuppanno hoti|| tam ahaṃ taṇhupādānaṃ vadāmi|| taṇhā hissa Vaccha tasmiṃ samaye 
upādānaṃ hotī ti|| || 
①ヴァッチャよ、たとえば火は燃料(upādāna)（取り込んだ素材）を伴って燃える。燃
料を伴わなければ〔燃え〕ない。ヴァッチャよ、このように私は燃料(upādāna)を伴う
                                                      
46 SN. 22, 83(Vol. Ⅲ p. 105) 


















愛という素材を取り込み、それが燃料となって再生する。すなわち、taṇhā と upādāna は
素材と燃料の関係49である。また、対応する漢訳資料では「因愛故取。因愛而住故説有餘。」
50「當於爾時以愛爲取愛取因緣。」51とあり、渇愛と取が素材と燃料の関係であることを説
                                                      
49 火と燃料の比喩を伴うヴァッチャゴッタに関する資料は他にも見られる。MN. 72(Vol. Ⅰ p. 486)では、
ヴァッチャゴッタが世尊に何か見解を持っていますかと問うと、世尊は自分が誤った見解を持つことなく、
五蘊をあるがままに見ているので、Tathāgato sabbamaññitānaṃ sabbamathitānaṃ 






	 MN. 72(Vol. Ⅰ p. 487. 20-30): 
Sace te Vaccha purato so aggi nibbāyeyya jāneyyāsi tvaṃ: ayaṃ me purato aggi nibbuto ti. Sace me bho 
Gotama purato so aggi nibbāyeyya jāneyyāhaṃ: ayaṃ me purato aggi nibbuto ti. Sace pana taṃ Vaccha 
evaṃ puccheyya: yo te ayaṃ purato aggi nibbuto so aggi ito katamaṃ disaṃ gato, puratthimaṃ vā … 
evaṃ puṭṭho tvaṃ Vaccha kin ti vyākareyyāsī ti. Na upeti bho Gotama. Yaṃ hi so bho Gotama aggi 
tiṇakaṭṭhupādānaṃ paṭicca ajali, tassa ca pariyādānā aññassa ca anupahārā anāhāro nibbuto t’ eva 












50 SĀc(1). 957(T02. 244) 
51 SĀc(2). 190(T02. 443) 
 35 
きながら、渇愛と取に因果関係を認めている。 
















	 MAV(re-ed).52(p. 136. 1-4): 
prabhūtabhakṣasya hi pāvakasya samīritaṃ vāyuvaśād yathārci 





す SN. 44, 9 の内容が類似していることが読み取れよう。b 句の samīritaṃ vāyuvaśād 
yathārci（炎が風の力により動く）は、②として示した acci vātena khittā dūram pi gacchati
（炎が風によって飛ばされ、遠くにも届く。）に、d 句の jval(a)ti yathā(rciḥ)（〔素材によ
って〕炎が燃える）は、①として示した aggi sa-upādāno jalati（火は燃料を伴って燃える。）
に相当する表現である。風によって飛ばされる比喩と燃料によって燃え続ける比喩の二つ




                                                      
52 DĀc. 1(T01. 7c17-c18): 
如衆穢惡聚	 風吹惡流演	 	 	 	  
如是取相因	 因愛而廣普 
 36 
	 このように、先述した SN. 44, 9 における渇愛と取の関係に対する解釈は縁起説において
も十分適用可能であることが分かった。 
 
(4)	 upādāna と āsava の類似性	 
	 次に、試論的な論述になるが、upādāna が取り込んだ輪廻の原因を指しているというこ




る。そのなかで、榎本は Isibhāsiyāiṃ において ādāna が āsava と実質的に同じ役割を担っ
ていると主張する54。すなわち、視点を業に置けば業が行為主体に漏入し(āsava)、視点を
行為主体に置けば業を取り込む(ādāna)ということを表している。ādāna は ā-√dā からなる
ため、upādāna に類似した単語である。そして、榎本が述べるような業を取り込むという
用法は初期経典にも見られ、Ubho puññañ ca pāpañ ca|| yaṃ macco kurute idha|| taṃ hi tassa 
sakaṃ hoti|| tañ ca ādāya gacchati||55（人はこの世で良いことと悪いことの両方をなす。実に、
その〔行為〕は彼にとって自己のものとなり、それを取り込んで〔来世に〕趣く。）、Yañ 





	 AN. 1, 17(Vol. Ⅰ p. 32. 19-29): 
Sammādiṭṭhikassa bhikkhave purisapuggalassa yañ c’ eva kāyakammaṃ 
yathādiṭṭhisamattaṃ samādinnaṃ yañ c’ eva vacīkammaṃ …  pe …  yañ ca 
manokammaṃ yathādiṭṭhisamattaṃ samādinnaṃ yā ca cetanā yā ca patthanā yo ca 
paṇidhi ye ca saṅkhārā sabbe te dhammā iṭṭhāya kantāya manāpāya hitāya sukhāya 
                                                      
53 業が漏入する用例として、榎本文雄[1983: pp. 17-18, 21]では、AN. 4, 195(Vol. Ⅱ pp. 196-197)や Uv. 1, 
23-24 を挙げる。 
54 榎本文雄[1979: pp. 30-31] 
55 SN. 3, 1-4(Vol. Ⅰ p. 72) 
56 SN. 3, 2-10(Vol. Ⅰ p. 93) 
57 ādāna にこのような用法が認められるなら、以下の資料も考察を要する。 
 
	 Th. 890 
vītataṇho anādāno guttadvāro susaṃvuto; 









Seyyathāpi bhikkhave ucchubījaṃ vā sālibījaṃ vā muddikābījaṃ vā allāya paṭhaviyā 
nikkhittaṃ yañ c’ eva paṭhavirasaṃ upādiyati yañ ca āporasam upādiyati sabban taṃ 















あると言ってもよい。なぜなら、三明の死生知について、 Ime vata bhonto sattā 
kāya-duccaritena samannāgatā vacī-duccaritena samannāgatā mano-duccaritena samannāgatā 
ariyānaṃ upavādakā micchā-diṭṭhikā micchā-diṭṭhi-kamma-samādānā. Te kāyassa bhedā 






似する ā-√dā や sam-ā-√dā を用いることが分かった。 
	 但し、初期経典において āsava は業だけを指すのではない。āsava を滅するために感覚器
官を防護することを説く資料では、bhikkhu cakkhunā rūpaṃ disvā na nimittaggāhī hoti 
nānuvyañjanaggāhī. Yatvādhikaraṇam enaṃ cakkhundriyaṃ asaṃvutaṃ viharantaṃ 
abhijjhā-domanassā pāpakā akusalā dhammā anvāssaveyyuṃ tassa saṃvarāya paṭipajjati, 
rakkhati cakkhundriyaṃ, cakkhundriye saṃvaraṃ āpajjati60（比丘は眼によって色を見て、特
                                                      
58 DN. 2(Vol. Ⅰ p. 82) 
59 DN. 27(Vol. Ⅲ p. 96), MN. 12(Vol. Ⅰ p. 70), MN. 130(Vol. Ⅲ pp. 178-179), SN. 52, 16(Vol. Ⅴ p. 
304) 









である悪しき不善なる諸現象(pāpakā akusalā dhammā)という用語は、別の資料で pajahat’ 




	 次に、upādi という upa-ā-√dā からなる名詞に関して考察する。upādi という単語は単独
で現れることはなく、必ず upādisesa という複合語の形で使われる。特に It. 44(pp. 38-39)
には、有余依涅槃界(saupādisesā nibbānadhātu)と無余依涅槃界(anupādisesā nibbānadhātu)
という二種涅槃界の用例がある。この upādi62を upādāna と同じように執着と訳してしまう
と、有余依涅槃界は執着の残りがある涅槃となり、涅槃の意味に矛盾が生じる。よって、




	 但し、二種涅槃界の upādisesa は特殊な用例であり、初期経典では diṭṭhe va dhamme aññā 
sati vā upādisese anāgāmitā64（現世での完全智か、余依がある時65、不還である。）という
                                                      
61 AN. 11, 14(Vol. Ⅴ p. 337) 
62 It-a. 44(p. 165)によれば、upādi は、「渇愛などによる果報があることにより、執着するというわけで
upādi であり、〔すなわち〕五蘊である。」と解釈される。 
63 藤田宏達[1988: pp. 7-8]、並川孝儀[2005: pp. 102-104] 
	 Norman[6: pp. 14-15]は、梵文資料には upādi の代わりに upadhi が用いられていることから、元々の語
形は upādhiśeṣa あるいは upātiśeṣa ではないかと考え、「執着の残り」ではなく、「〔生命あるいは業の〕
残り(adhiśeṣa, atiśeṣa)」と訳している。それゆえ、upādi が upa-ā-√dā を語源とすることに疑義がないわけ
ではない。そのため、これ以降の考察は従来通り upādi が upa-ā-√dā を語源とすることを前提とした上で
なしたものである。 
64 Sn.(p. 140) 
65 Sn-a.(p. 504. 2-5): 
sati  vā  upādisese  anāgāmitā  ti, upādisesan ti punabbhavavasena upādātabbakkhandhasesaṃ vuccati, 














の境地を説く資料によると、āsavānaṃ khayā anāsavaṃ ceto-vimuttiṃ paññā-vimuttiṃ diṭṭhe 




ることもできるのではないだろうか。さらに、AN. 7, 52(Vol. Ⅳ pp. 70-74)では、七つの
人の行き先(purisagati)と取り込むことなく(anupādā)般涅槃することについて解説される。
                                                                                                                                                              
	 MN. 144(Vol. Ⅲ p. 266. 28-30): 














	 さらに、註釈の理解も合わせて考えると以下の資料における upādāna も来世の身体の取得を表している。 
 
	 MN. 106(Vol. Ⅱ p. 265. 6-10): 
Kahaṃ pana so, bhante, bhikkhu upādiyamāno upādiyatī ti? Nevasaññānāsaññāyatanaṃ, Ānandā ti. 





	 MN-a. 106(Vol. Ⅳ p. 67. 3-5): 
Upādānaseṭṭhaṃ  kira  so,  bhante ti bhante, so kira bhikkhu gahetabbaṭṭhānaṃ seṭṭhaṃ uttamaṃ bhavaṃ 
upādiyati seṭṭhabhave paṭisandhiṃ gaṇhātī ti attho. 
「大徳よ、彼が取得する中で最上なる〔境地〕を…」とは、大徳よ、その比丘は捉えられる場所に
して最上、最高なる生存を取る。最上なる生存において再生をとるという意味である。 
66 DN. 22(Vol. Ⅱ p. 314), MN. 70(Vol. Ⅰ p. 481), SN. 46, 57(Vol. Ⅴ p. 129), SN. 51, 25(Vol. Ⅴ p. 285), 
AN. 5, 67(Vol. Ⅲp. 82) 
67 宇井伯寿[2: p. 254]は二種涅槃界を考察する際、upādi が身体を表し、その残りの有無を考えることは
upādāna が執着を表すことから考えて矛盾していると言う。 
68 DN. 6(Vol. Ⅰ p. 156) 




















	 MN. 105(Vol. Ⅱ p. 259. 5-30): 
① tassa so bhisakko sallakato satthena vaṇamukhaṃ 71  parikanteyya, satthena 
vaṇamukhaṃ parikantetvā esaniyā sallaṃ eseyya, esaniyā sallaṃ esetvā sallaṃ abbaheyya 
apaneyya visadosaṃ anupādisesaṃ anupādiseso ti jānamāno … 
②Tassa evam assa: Ubbhataṃ kho me sallaṃ, apanīto visadoso anupādiseso, analañ ca 
me antarāyāyāti; so sappāyāni c’ eva bhojanāni bhuñjeyya …  tassa imissā va 
sappāyakiriyāya asuci visadoso apanīto anupādiseso, … n’ eva maraṇaṃ vā nigaccheyya 







                                                      




71 PTS には vaṇamukhaṃ vaṇamukhaṃ とあるが、このように訂正する。 
72 宇井伯寿[2: p. 255]は、下線部に関して upādisesa の upādi に重きを置くことなく、単に有余、無余の意
味に用いた用例として取り上げている。すなわち upādi に重大な意味がないと考え、訳語を与えていない。
また漢訳者が upādisesa を「余依」と訳さず、「余」と訳すのは、このような用例があるからであるとも




















                                                      
73 MN. 105(Vol. Ⅱ p. 260) 
74 Th. 1274 
yadatthiyaṃ brahmacariyaṃ acāri Kappāyano kacci ’ssa taṃ amoghaṃ; 





	 Th. 1275 
acchecchi taṇhaṃ idha nāmarūpe ’ti bhagavā, taṇhāya sotaṃ dīgharattānusayitaṃ 





	 Th. 1278 
addasa bhagavā ādiṃ upādānassa Kappiyo, 




	 以上の一連の韻文資料群に関して、Th. 1274 では、解脱した様子について「涅槃したのか、あるいは〔輪
廻を引き起こす〕燃料の残りがあるのか。」と質問しており、次偈では、それに対する答えとして、渇愛
を断って輪廻を超越していることを述べており、渇愛が取り込んだ対象であり、燃料となることが窺える。
さらに、Th. 1278 では、upādāna の根源を見て、苦を滅している様子が説かれており、upādāna の根源が
渇愛を指していると推測できる。 
75 āsava の滅に関して詳述される MN. 2(Vol. Ⅰ pp. 6-12)によれば、āsava は(1)見ること(dassana)、(2)感
覚器官の防護(saṃvara)、(3)衣などの必需品を受けること(paṭisevanā)、(4)耐えること(adhivāsanā)、(5)避
けること(parivajjanā)、(6)除くこと(vinodanā)、(7)修習(bhāvanā)の七つによって断たれる。これらのうち、




	 以上、試論的ではあるが、upādāna と āsava の類似性について考察した。これに関して
付け加えておくこととして、初期経典には upādāna と āsava が並記されることが多いこと
も考慮に入れるべきである。特に anupādāya āsavehi cittaṃ vimucci76（取り込むことなく、
諸々の漏入物から心が解脱した。）に類する用例77は多く、これを「執着せず、煩悩から
解脱した」と訳すことに問題があるとは言えないが、些か upādāna と āsava の関係性が明
瞭とならない印象がある。しかし、「〔輪廻の原因を〕外から取り込まず、漏入した〔輪
廻の原因〕から心が解脱した。」と訳すことが許されるならば、それも解消されるように





	 SN. 12, 5379(Vol. Ⅱ p. 86. 3-13): 
Saññojaniyesu bhikkhave dhammesu assādānupassino viharato taṇhā pavaḍḍhati|| 
taṇhāpaccayā upādānaṃ|| upādānapaccayā bhavo|| bhavapaccayā jāti|| jātipaccayā 80 
jarāmaraṇaṃ sokaparidevadukkhadomanassupāyāsā sambhavanti|| Evam etassa kevalassa 
dukkhakkhandhassa samudayo hoti|| || 
Seyyathāpi bhikkhave telaṃ ca paṭicca vaṭṭim ca paṭicca telappadīpo jhāyeyya|| tatra 
puriso kālena kālaṃ81 telam āsiñceyya vaṭṭim upasamhareyya|| Evañ hi so bhikkhave 






                                                                                                                                                              
ると、「正しく見ない者には、生じていない āsava が生じ、生じた āsava が増大する。正しく見る者には
生じていない āsava が生じず、生じた āsava は断たれる。」とある。生じていない āsava が生じるとは未
だ漏入していないのだから、外からの漏入だと分かる。一方、生じた āsava が増大するとは既に漏入して
いると考えられ、内部にあるものであることが分かる。このことから、(2)〜(7)とは異なり、正しく見る
者は外から漏入してくる āsava を防ぐだけでなく、内に漏入した āsava をも滅するのである。 
76 Ud. 1, 10(p. 8) 
77 Ud. 3, 2(p. 24), DN. 14(Vol. Ⅱ p. 35), MN. 32(Vol. Ⅰ p. 219), MN. 109(Vol. Ⅲ p. 20), MN. 147(Vol. 
Ⅲ p. 280), SN. 15, 13(Vol. Ⅱ p. 187), SN. 22, 59(Vol. Ⅲ p. 68), SN. 22, 85(Vol. Ⅲ p. 115), SN. 22, 
89(Vol. Ⅲ p. 132), SN. 35, 28(Vol. Ⅳ p. 20), SN. 47, 11(Vol. Ⅴ p. 158), SN. 54, 8(Vol. Ⅴ p. 317), AN. 
7, 67(Vol. Ⅳ p. 127) 
78 SN. 22, 48(Vol. Ⅲ p. 47), DN. 34(Vol. Ⅲ p. 272) 
79 Cf. SN. 12, 54(Vol. Ⅱ p. 87) 
80 PTS には jatipaccayā とあるが、このように訂正する。 









備えており、SN. 12, 52(Vol. Ⅱ pp. 84-85)には、大きな火の集まりが乾いた草、牛糞、薪
を燃料として長く燃え続けるという比喩が説かれ、SN. 12, 55-56, 60(Vol. Ⅱ pp. 87-89, 
92-93)には、大きな木が根を広げて、栄養分を運び、それを糧として長く留まるという比












                                                      
82 苦が滅する場合の比喩として、SN. 12, 53(Vol. Ⅱ p. 86)には、Evañ hi so bhikkhave telappadīpo 
purimassa ca upādānassa pariyādānā aññassa ca anupahārā anāhāro nibbāyeyya（比丘たちよ、このようにこ
の灯火は、以前の燃料を使い果たし、他の供給がないことにより、材料なくして消えるだろう。）とあり、
下線部にあるように燃料が滅する場合の滅には pariyādāna が用いられている。upādāna と語根を同じくす
る pariyādāna は、pari-ā-√dā からなり「完全に取り込む」という意味で、その用例の多くが MN. 14(Vol. 
Ⅰ p. 91)の lobhadhammā pi cittaṃ pariyādāya tiṭṭhanti（貪りというものも心を完全に取り込んで留まる。）
や、AN. 1, 1(Vol. Ⅰ p. 1)の Itthirūpaṃ bhikkhave purisassa cittaṃ pariyādāya tiṭṭhati（比丘たちよ、女性の
肉体は男の心を完全に取り込んで留まる。）のようなものであり、「滅する」が原意ではないと思われる
が、比喩の上では素材として取り込まれ、既に燃料となっているものを完全に取り込む、すなわち「使い
果たす」という意味であると理解できる。SN. 36, 7(Vol. Ⅳ p. 213)には、「灯火は油や灯心によって燃
えているが、油や灯火を使い果たせば（完全に取り込めば）(pariyādāna)、材料なくして消えるように、
…身体の破壊より後、生命が尽きること(pariyādāna)により、…」とあり、pariyādāna を滅の意味で用い




35, 61-62(Vol. Ⅳ pp. 33-35)には、sabbupādānapariyādāna（一切の取り込んだものの滅）が、AN. 7, 16, 
80(Vol. Ⅳ p. 13, 146)には、āsavapariyādāna（漏入したものの滅）という用例も見られる。また、SN. 13(Vol. 
Ⅱ pp. 133-139)には、苦(dukkha)が滅した(pariyādiṇṇa)という用例もある。さらに、NidSa(Tr). 10(pp. 
127-137)には「苦←所有(upadhi)←渇愛←受←触←六処←名色←識←行←無明」という特殊な縁起説が見






















	 Sn. 80585 
Socanti janā mamāyite, na hi santi niccā pariggahā, 





とする対象物が無常であるからと説かれる。また Sn. 809 では、「我がものとしたものを
貪る→憂い(soka)、悲しみ(parideva)を捨てない」と説かれており、上記の用例と類似して
                                                      




85 この資料に関連するジャイナ教の資料として山崎守一[2006: p. 108]は以下の偈を挙げる。 
 
dhammassa ya pārage muṇī ārambhassa ya antae thie 












	 Sn. 1056 
Evaṃvihārī sato appamatto bhikkhu caraṃ hitvā mamāyitāni 








	 Sn. 1094 
akiñcanaṃ anādānaṃ etaṃ dīpaṃ anāparaṃ, 











                                                      
86 この資料に関連するジャイナ教の資料として山崎守一[2006: pp. 107-108]は以下の偈を挙げる。 
 
khettaṃ vaṭṭhuṃ hiraññaṃ ca pasavo dāsa-porusaṃ 
cattāri kāma-khandhāṇi tattha se uvavajjaī (Uttarādhyayanasūtra. 3. 17) 
田畑と家、黄金、家畜、奴隷と召使いという四つの愛欲の集まりのあるところに彼は生まれる。（山
崎守一訳） 







	 Sn. 1050 
Dukkhassa ve maṃ pabhavaṃ apucchasi, Mettagū ti Bhagavā  
taṃ te pavakkhāmi yathā pajānaṃ: 








表現される苦の原因は upadhi のみである。upadhi の意味は、①所有物②所有することの二
つを考慮しなければならないことは既に述べたが、この場合、最古層で説かれる苦の原因
のほとんどが、ある対象物を我がものとしたり、執着することと考えられていることから、













                                                      
88 荒牧典俊[1988: p. 79]は、ジャイナ古経において様々な対象存在を所有することを意味していた語であ
る upadhi が、ここでは「とくに個体存在を所有すること」を意味すると述べる。 
89 最古層の資料では、Kalahavivādasutta(Sn. 862-877)という経典に nidāna が多く用いられ、争闘をテー
マにして因果関係が説かれている。最古層では、原因を表す単語としてこの nidāna が最もよく用いられ
る。 
90 upadhi の用例で示した Ud. 7, 10 の偈もこれに類似した捉え方をしている。 























	 Ud. 3, 10104(p. 33. 11-16): 
Upadhiñ hi paṭicca dukkham idaṃ sambhoti, 




                                                      
92 Sn. 728 
93 Sn. 729 
94 Sn. 731 
95 Sn. 734 
96 Sn. 741 
97 Sn. 742 
98 Sn. 742 
99 Sn. 744 
100 Sn. 747 
101 Sn. 750 
102 Dhp. 212-216 は、憂い(soka)の原因として piya, pema, rati, kāma, taṇhā を挙げており、憂いの滅につい
ても説かれる。 




Lokam imaṃ passa; puthū avijjāya paretā bhūtā bhūtaratā aparimuttā;  
この世間を見なさい。無明に敗れた個々の存在は〔その〕存在を楽しみ、解脱しない。 
 
ye hi keci bhavā sabbadhi sabbatthatāya,  





















                                                      
105 Ud-a. 3, 10(p. 213)には、upadhi の内容と upādāna の内容に関して説かれているが、なぜ苦の滅につい
てのみ upādāna を用いたかについては言及されていない。 
106 Ud. 3, 10 に対応する梵文資料を以下に示す。 
 
	 Uv. 32, 37 
pratītya duḥkhaṃ upadhiṃ bhavaty upadhisaṃbhavaṃ 




	 Uv. 32, 38 
anityā hi bhavāḥ sarve duḥkhā vipariṇāminaḥ 




	 ここでは、upadhi と upādāna を言い換えることなく、「upadhi→苦」のみが説かれている。Cf. Mvu.(Vol. 
Ⅱ p. 418) 
 49 
	 まず、「無常、苦、変化する性質」という表現は、五蘊などを対象として「無常、苦、




	 SN. 22, 150(Vol. Ⅲ p. 182. 12-15): 
… vipariṇāmadhammam api nu tam anupādāya Etam mama eso ham asmi eso me attā ti 








苦が滅するということを示すために用いられる。したがって、この Ud. 3, 10 の資料におい
ても「無常、苦、変化する性質」である生存に執着しないということを説く場合、upadhi
ではなく upādāna を用いたと推測できる。 
 
	 以上、Ud. 3, 10 の資料について纏める。苦の滅についてのみ upadhi ではなく upādāna
を用いた理由として、散文資料に説かれるような「無常、苦、無我」との関連が考えられ
る。すなわち、生存 (bhava)が無常 (anicca)であり、苦 (dukkha)であり、変化する性質
(vipariṇāmadhamma)であるので、それを我がものとしない場合、upadhi よりも無我を説明
する資料で用いられる執着(upādāna)を使う方が相応しいと考えられていたのではないだ
ろうか。韻文資料における upādāna の用例のうち、そのほとんどが upādāna の滅を表現し
ていることも考慮すべきである。この Ud. 3, 10 は、三支縁起説から五支縁起説へと展開す




	 SN. 4, 2-10(Vol. Ⅰ p. 117. 3-6): 
yo dukkham addakkhi yato nidānaṃ|| kāmesu so jantu kathaṃ nameyya|| 
upadhiṃ viditvā saṅgo ti loke|| tass-eva jantu vinayāya sikkhe ti|| || 
苦とその因を見たその人は、どうして諸々の欲望の対象に屈するだろうか。 
                                                      





























れる Sagāthavagga の Mārasaṃyutta の中から示す。 
 
	 SN. 4, 1-7(Vol. Ⅰ p. 107. 23-26): 
Yassa jālinī visattikā|| taṇhā n-atthi kuhiñci netave|| 
sabbūpadhīnaṃ parikkhayā buddho110|| soppati kin-tav-ettha Mārā ti|| || 
いかなる所にも、引き込むための網のようにもつれる、渇愛がない。 
                                                      
108 MN. 116(Vol. Ⅲ p. 70)の韻文資料には、upadhi が苦の根本(dukkhamūla)として扱われている。 
109 SN. 1, 2-2(Vol. Ⅰ p. 6) 











	 それでは、なぜ upadhi と苦の関係に渇愛を導入する際、苦の滅に関して付加されたので












	 It. 27(p. 21. 4-7): 
Yo ca mettaṃ bhāvayati appamāṇaṃ patissato| 






                                                      
111 梵文資料にも、これに類似した用例が見られる。Cf. Uv. 30, 33 
112 SN. 1, 4-4(Vol. Ⅰ p. 23. 1-4): 
Kodhaṃ jahe vippajaheyya mānaṃ|| saṃyojanaṃ sabbam atikkameyya|| 








	 MN. 64(Vol. Ⅰ p. 435. 27-31): 
Idh’ Ānanda bhikkkhu upadhivivekā akusalānaṃ dhammānaṃ pahānā sabbaso 











	 SN. 9, 13113(Vol. Ⅰ p. 204. 7-9): 
Sukhajīvino pure āsuṃ|| bhikkhū Gotama-sāvakā|| 
anicchā piṇḍam esanā|| anicchā sayanāsanaṃ|| 













                                                      
113 SN. 2, 3-5(Vol. Ⅰ p. 61) 
114 Sn. 872 
115 icchā と taṇhā とは異なる単語であるが非常に類似した単語であると考えられる。なぜなら、Sn. 339
には「衣、托鉢食、寝床や坐に対する渇愛(taṇhā)を作ってはならない。」ということが説かれており、こ
こでの taṇhā は対象物に目を向ければ、SN. 9, 13 に説かれる icchā と類似している。また、Ud. 7, 9(p. 79)
に見られる「渇愛(taṇhā)を根こそぎ断ちきり、何を求めること(pariyesanā)に至るのか。」や、It. 55(pp. 
48-49)に見られる「渇愛(taṇhā)の滅により解脱した者にとって、求めること(esanā)は捨てられた。」のよ






	 SN. 12, 66(Vol.	 Ⅱ pp. 109. 6-110. 33): 
Ye hi keci bhikkhave atītam addhānam samaṇā vā brāhmaṇā vā yaṃ loke piyarūpaṃ 
sātarūpam taṃ niccato addakkhuṃ sukhato addakkhuṃ attato addakkhuṃ ārogyato 
addakkhuṃ khemato addakkhuṃ te taṇhaṃ vaḍḍhesuṃ|| || 
Ye taṇhaṃ vaḍḍhesuṃ te upadhiṃ vaḍḍhesuṃ|| ye upadhiṃ vaḍḍhesuṃ te dukkhaṃ 
vaḍḍhesuṃ|| ye dukkhaṃ vaḍḍhesuṃ te na parimucciṃsu jātiyā jarāya maraṇena sokehi 
paridevehi dukkhehi domanassehi upāyāsehi na parimucciṃsu dukkhasmā ti vadāmi|| || … 
Ye ca kho keci bhikkhave atītam addhānaṃ samaṇā vā brāhmaṇā vā yaṃ loke piyarūpaṃ 
sātarūpaṃ tam aniccato addakkhuṃ|| dukkhato addakkhuṃ|| anattato addakkhuṃ|| rogato 
addakkhum|| bhayato addakkhuṃ te taṇhaṃ pajahiṃsu|| Ye taṇhaṃ pajahiṃsu te upadhiṃ 
pajahiṃsu|| ye upadhiṃ pajahiṃsu te dukkhaṃ pajahiṃsu|| ye dukkhaṃ pajahiṃsu te 
parimucciṃsu jātiyā jarāyā maraṇena sokehi paridevehi dukkhehi domanassehi 
















                                                      






















                                                                                                                                                              
いると言えよう。 
118 piyarūpa, sātarūpa に渇愛が生じるという用例が散文資料に見られる。Cf. DN. 22(Vol. Ⅱ p. 308) 
119 Ud. 8, 8(p. 92. 18-19): 
ye keci sokā paridevitā vā dukkhā ca lokasmiṃ anekarūpā 









120 SN-a. 12, 66(Vol. Ⅱ p. 119) 




	 SN. 1, 4-4(Vol. Ⅰ p. 22. 21-23): 
Chandajam aghaṃ|| chandajaṃ dukkhaṃ|| 





しており、「chanda→agha→dukkha」の関係を見出すことができる。この資料に対する註釈 SN-a. 1, 4-4(Vol. 
Ⅰ pp. 62-63)は、「chanda＝渇愛」「agha＝五蘊」と解釈し、三支縁起説の註釈と同じ解釈を採っている。











	 SN. 12, 53124(Vol. Ⅱ p. 86. 3-21): 
Saññojaniyesu bhikkhave dhammesu assādānupassino viharato taṇhā pavaḍḍhati|| 
taṇhāpaccayā upādānaṃ|| upādānapaccayā bhavo|| bhavapaccayā jāti|| jātipaccayā 125 
jarāmaraṇaṃ sokaparidevadukkhadomanassupāyāsā sambhavanti|| … 
Saññojaniyesu bhikkhave dhammesu ādīnavānupassino viharato taṇhā nirujjhati||  











	 三支縁起説と五支縁起説には導入部分があり、和辻哲郎[5: pp. 178-183]は、両者の導入
部分を「無知」と考えており、宮本正尊[1974b: pp. 47-53][1975: pp. 725-726]は、一切法に
対する無知」と考えている。表に纏めると以下のようになろう。 
 















                                                      
123 平川彰[1: pp. 406-407]は、五支縁起説は四諦説の苦諦と集諦との関係を、縁起の道理を利用して示し
たものと見ることができると述べる。 
124 NidSa(Tr). 3-4(pp. 89-94), SĀc(1). 285-286(T02. 79-80)は、成道と関連させて五支縁起説を説く。Cf. 平
野真完[1965: p. 188] 

















第２項	 upadhi から upādāna へ	 
	 upadhi と upādāna が両者共に「我がものとする」ということを表しているため、三支縁
起説から五支縁起説への展開過程で、渇愛に条件付けられるものが upadhi から upādāna に
言い換えられたと考えられる。但し、第二節で指摘したように、upādāna が輪廻を引き起
こす燃料を表す場合、upadhi と upādāna が同義であるということが主張できなくなるが、
本項では前項で考察した縁起説の導入部分が酷似していることから、三支縁起説から五支
縁起説への展開を認めた上で考察を進めていきたい。upadhi と upādāna が同義であること
を示唆する資料(Ud. 3, 10)は前節に挙げた。ここでは upadhi ではなく upādāna に変化した
理由を考察する。 
                                                      
126 NidSa(Tr). 3, 13(p. 93)には vibhava とある。 
127 NidSa(Ch&F). 3, 13 
128 SĀc(1). 285(T02. 80) 
129 このような関係は韻文資料にも見られる。 
 
	 Dhp. 349 
vitakkapamathitassa jantuno tibbarāgassa subhānupassino 




	 Jā. 467(Vol. Ⅳ p. 172. 11-13): 
Gavaṃ va siṅgino siṅgaṃ vaḍḍhamānassa vaḍḍhati 
evaṃ mandassa posassa bālassa avijānato 










upādāna を用いるようになったと考えられる。用例上、最古層から upadhi が現れることに
対し、upādāna は古層から説かれ始める。それに対応しているのか定かではないが、対象
物に関する用語も古層から五つや六つに分類され始める130。 
	 また、散文資料における upadhi は所有と訳す場合であっても、その対象物は明瞭ではな


















	 Sn. 742 
Upādānapaccayā bhavo, bhūto dukkhaṃ nigacchati, 
jātassa maraṇam hoti, eso dukkhassa sambhavo. 
執着という縁により生存がある。生存した者は苦に至る。 
                                                      




132 SN. 22, 83(Vol. Ⅲ p. 105) 
133 SN. 22, 85(Vol. Ⅲ p. 114) 
134 MN. 28(Vol. Ⅰ p. 185) 





	 この資料の ab 句では、「取→有→苦」が表現されている。すなわち、取と苦との間に有
を導入する用例は韻文資料にも見られる。 
	 また、三支縁起説の upadhi を upādāna に変えて、有を導入したと見られる縁起説がある
ので、以下に示す。 
 


















	 すなわち、梶山は、元々SĀc(1). 285 に現れる四支縁起説であったもの137が、輪廻の導入
によって生が苦から分離し138、五支縁起説になったと考えている。 
	 また、以下の縁起説も、先述した SĀc(1). 285 と同様、「渇愛→受（取）→有→生死愁
憂苦惱」の四支縁起説である。 
 
	 EĀc. 51, 8(T02. 819c11-c12): 
緣愛有受。緣受有有。緣有有生死愁憂苦惱 
 
                                                      
136 梶山雄一[1: pp. 365-366] 
137 これに対応する梵文資料に関して、Tripāṭhī[1962: p. 90]は四支縁起説ではなく、「老病死←生」の部
分を復元し、五支縁起説と見做している。 









	 以上の考察により、「渇愛→upadhi→苦」であった三支縁起説の upadhi が upādāna に言
い換えられ、有が導入されたことを述べてきたが、有が導入された理由は説明していない。 
	 upadhi から upādāna に言い換えられたと述べたが、「渇愛→upādāna→苦」という縁起
説がある訳ではない。よって「渇愛→upādāna→有→苦」のように有が導入された理由は、
upadhi から upādāna への変化に求めるべきである。すなわち upādāna に言い換えられたた
めに有が導入されたと考えられる。 

















                                                      
139 MN. 139(Vol. Ⅲ pp. 232-233)では、生存(bhava)と生存の束縛(bhavasaṃyojana)が同義であることが読
み取れる。 



















	 Sn. 1056 
Evaṃvihārī sato appamatto bhikkhu caraṃ hitvā mamāyitāni 









	 Sn. 32 
Gopī ca ahañ ca assavā brahmacariyaṃ Sugate carāmase, 






                                                      
142 後藤敏文[1996: p. 884] 
143 Sn. 1092-1094 
144 Sn. 1045-1048, 1052, 1060, 1080-1082, 1097, 1120, 1122 
145 並川孝儀[2005: p. 118]は、最古層に対して、古層には「生老」が見られず、「生死」という用語が多
いことから、一方は現世に比重をおいており、他方は輪廻の考え方に比重をおこうとしているのではない
かと指摘する。 
146 Th. 412, 413, Dhp. 238, 341, 348, It. 34(p. 28), It. 47(p. 42), It. 103(p. 106), Sn. 725, 727 
 61 
廻を直接的に示唆するわけではないが、sattā gacchanti saṃsāraṃ jātimaraṇagāmino148（衆
生たちは生死に趣き、輪廻に行く。）、dhāreti antimaṃ dehaṃ jātimaraṇapāragu149（生死





	 次に、生が単独で現れる場合、dukkhā jāti punappunaṃ153（くり返し生まれることは苦で
ある。）、Khīṇā hi mayhaṃ jāti154（私の生まれは尽きた。）、mā jāti punar āgami155（再び




	 一方、生が苦ではなく、苦の原因を表していると考えられる用例として、evaṃ jātānaṃ 
maccānaṃ niccaṃ maraṇato bhayaṃ158（このように、生まれた人々には常に死への恐怖が
ある。）、jātassa maraṇam hoti, eso dukkhassa sambhavo159（生まれた者には死がある。こ
れが苦の生起である。）、jāto dukkhaṃ nigacchati160（生まれた者は苦に至る。）、Jātassa 







	 Th. 627 
rattiyā paṭhamaṃ yāmaṃ pubbajātim anussariṃ, 
rattiyā majjhimaṃ yāmaṃ dibbacakkhuṃ visodhitaṃ, 
rattiyā pacchime yāme tamokhandhaṃ padālayiṃ. 
                                                                                                                                                              
147 Sn. 351, 355, 467, 484, 500, It. 42(p. 36), It. 46(p. 41), Th. 679, Thī. 11, 457, 477 
148 It. 58(p. 50), It. 96(p. 96) 
149 Th. 1022 
150 SN. 7, 2-2(Vol. Ⅰ p. 174) 
151 Th. 202, 339, Sn. 729 
152 Sn. 746, Th. 78, 87, 257, 344, 908, Thī. 26, 160, 168, SN. 9, 6(Vol. Ⅰ p. 200) 
153 Dhp. 153, Th. 183, 255 
154 Th. 135 
155 Thī. 14 
156 Ud. 6, 7(p. 71) 
157 Sn. 209, 517, 647, 743, It. 46(p. 41), Dhp. 423 
158 Sn. 576 
159 Sn. 742 
160 Thī. 191 










	 Thī. 220 
khīṇakulīne kapaṇe anubhūtaṃ te dukkhaṃ aparimāṇaṃ 













	 Sn. 581 
Evam abbhāhato loko maccunā ca jarāya ca, 





しんでいる様166が説かれており、輪廻思想は見られない。また、Evam ādīpito loko|| jarāya 
maraṇena ca||167（このように、世間の人は老いと死によって燃やされた。）、evaṃ jarā ca 
                                                      
162 Thī. 100, 120, 172, 179 
163 Dhp. 423, Sn. 647 
164 Th. 518 によれば、老死が明確に苦であることが示されている。 
165 Cf. Th. 448, 449, SN. 1, 7-6, 7(Vol. Ⅰ p. 40) 
166 Cf. Th. 1093 
167 SN. 1, 5-1(Vol. Ⅰ p. 31) 
 63 
maccu ca āyuṃ pācenti pāṇinaṃ168（このように、老いと死が生物たちの寿命をせかせる。）、
yattha jarā ca maccu ca māno makkho ca ohito169（そこ（肉体）に老いと死と慢心と偽善が
置かれた。）、jarā ca maccu ca|| adhivattanti pāṇino170（老いと死が生物たちにやって来る。）
も同様に輪廻とは関係せず、生物は老いて死んでいくということと、それによって悩まさ
れているということを示している。 
	 さらに、āgacchant’ aggikkhandhā va maccubyādhijarā tayo171（火の集まりのように、死と
病と老いの三つがやって来る。）、Jiṇṇañ ca disvā dukkhitañ ca byādhitaṃ matañ ca disvā 
gatam āyusaṃkhayaṃ172（老いた者を見て、苦しみ病んでいる者や寿命を滅し去った死者を





	 次に、散文資料における用例を見ていく。散文資料で生老死を説く場合、 āyati 
jāti-jarā-maraṇa-dukkha-samudaya-sambhavo …174（未来に生老死という苦の生起や発生は
…）、akusalā dhammā appahīnā saṃkilesikā ponobhavikā saddarā dukkha-vipākā āyatiṃ 
jāti-jarā-maraṇiyā175（捨てられておらず、汚れあり、再び生存することに導き、恐れあり、
苦を果報とし、未来に生老死がある、諸々の不善なる現象がある。）、 āyatiṃ 









人、死人をそれぞれ見た後、Dhir atthu kira bho jāti nāma, yatra hi nāma jātassa jarā 
                                                      
168 Dhp. 135 
169 Dhp. 150 
170 SN. 3, 3-5(Vol. Ⅰ p. 102) 
171 Th. 450 
172 Th. 73 
173 Dhp. 148 
174 DN. 15(Vol. Ⅱ p. 63), Cf. MN. 138(Vol. Ⅲ p. 223) 
175 DN. 25(Vol. Ⅲ p. 57), Cf. MN. 36(Vol. Ⅰ p. 250), MN. 39(Vol. Ⅰ p. 280) 
176 SN. 12, 38(Vol. Ⅱ p. 65) 
177 DN. 22(Vol. Ⅱ p. 305) 























	 MN. 26(Vol. Ⅰ p. 167. 9-20): 
So kho ahaṃ bhikkhave attanā jātidhammo samāno jātidhamme ādīnavaṃ viditvā ajātaṃ 
anuttaraṃ yogakkhemaṃ nibbānaṃ pariyesamāno … 
attanā jarādhammo samāno jarādhamme ādīnavaṃ viditvā ajaraṃ anuttaraṃ 
yogakkhemaṃ nibbānaṃ pariyesamāno … 
attanā byādhidhammo samāno byādhidhamme ādīnavaṃ viditvā abyādhiṃ anuttaraṃ 
yogakkhemaṃ nibbānaṃ pariyesamāno … 
attanā maraṇadhammo samāno maraṇadhamme ādīnavaṃ viditvā amataṃ anuttaraṃ 
yogakkhemaṃ nibbānaṃ pariyesamāno … 
比丘たちよ、この私は自ら生まれの状態(jātidhamma)でありながら、生まれの状態に
                                                      
179 DN. 14(Vol. Ⅱ p. 22) 
180 MN. 7(Vol. Ⅰ p. 40) 
181 DN. 2(Vol. Ⅰ p. 81) 
182 初期経典には「無常、苦、無我」の思想が数多く説かれている。それによれば、無常なるものが苦で
あると明確に述べられており、生が苦という場合は生まれる瞬間よりも、生涯を表していると考える方が、




























	 SN. 12, 65(Vol. Ⅱ p. 104. 8-11): 
Kicchaṃ vatāyaṃ loko āpanno jāyati ca jīyate ca mīyati ca cavati ca uppajjati ca|| atha ca 












死」を説きながら、苦の原因を追究していく観察をなす時には、Yaṃ kho idaṃ anekavidhaṃ 













	 第一節では、三支縁起説と五支縁起説の考察において、upadhi と upādāna という用語の
考察と、両縁起説における苦の範疇が異なる点に対する考察が重要であることを述べた。 












る両縁起説を比較した。特に、upadhi から upādāna への言い換えは、upadhi が様々な対象
物に対する所有欲を表していたのに対し、upādāna は五蘊など、分類された構成要素に対
して頻繁に用いられたことや、執着の対象物として自己の身体や自己の存在に力点が置か
                                                      































































                                                      
1 拙稿(唐井隆徳[2016a: pp. 148-160]) 








	 Sn. 851 
Nirāsatti anāgate atītaṃ nānusocati, 
vivekadassī phassesu diṭṭhīsu ca na niyyati, 
未来のことに執着せず、過去のことに従って憂えない。 





	 Sn. 796 
‘Paraman’ ti diṭṭhīsu paribbasāno yad uttariṃkurute jantu loke, 





	 Sn. 797 
Yad attanī passati ānisaṃsaṃ diṭṭhe sute sīlavate mute vā, 




	 Sn. 796 では、見解(diṭṭhi)について優劣を争っており、次偈では、下線部の表現が優劣の争点となって
おり、diṭṭhi と下線部の表現が類似しているとも考えられる。 
	 また、Sn. 1078 では「見解(diṭṭhi)によって、伝承(suti)によって、知識によって、巧みな沈黙の聖者た
ちはこの世で語らない。」と述べ、次偈(Sn. 1079)で「いかなる沙門やバラモンたちも、見たこと(diṭṭha)
によって、聞いたこと(suta)によって清浄を語る。」と説かれるように、誤った見解や思想を表す単語で




	 Sn. 887 
Diṭṭhe sute sīlavate mute vā ete ca nissāya vimānadassī 













	 diṭṭha, suta, muta という表現に関しては、Jayatilleke[1963: pp. 60-61]、Bhattacarya[1980]、荒牧典俊










	 Sn. 8704 
“Phassanidānaṃ sātaṃ asātaṃ, phasse asante na bhavanti h’ ete, 













	 Sn. 1111 
“Ajjhattañ ca bahiddhā ca vedanaṃ nābhinandato 
evaṃ satassa carato viññāṇaṃ uparujjhatī” ti 
                                                      
4 仲宗根充修[2006: pp. 158-159]はこの用例から、「世間の人々は諸の色における消滅と生起を見て断定
を下すのであり、消滅と生起は[感覚器官と感覚対象との]接触を因縁としていると説かれている。すなわ
ち、ここでは、消滅と生起に関する諸見解を感覚論的立場に位置づける仏教側からの批判が述べられてい
る。」として、この用例を仏教以外の諸見解が触の縁から生じるということを説く DN. 1 のような資料の
原形としている。 
5 散文資料には、快(sāta)、不快(asāta)を受(vedanā)として扱う資料もある。Cf. SN. 48, 36-38(Vol. Ⅴ pp. 
209-211) 
6 Sn. 778 
Ubhosu antesu vineyya chandaṃ phassaṃ pariññāya anānugiddho, 















	 Sn. 1037 
“Yam etaṃ pañhaṃ apucchi, Ajita taṃ vadāmi te, 
yattha nāmañ ca rūpañ ca asesaṃ uparujjhati: 










	 Sn. 872 
“Nāmañ ca rūpañ ca paṭicca phassā, icchānidānāni pariggahāni, 








	 この Sn. 872 に関して、問題点を挙げるとすれば、bc 句、すなわち「欲求(icchā)→所有
欲(pariggaha)、我がものとする(mamatta)」という縁起関係が挿入されており、名と色、触
との関係性が明確ではないということである。そこで、最古層における名色の他の用例を
                                                      
7 中村元[16: p. 391]は、「これは後の十二支の説にさらに一歩近づいたものである。」と述べる。 
 74 
見ると、①Passaṃ naro dakkhiti nāmarūpaṃ, disvāna vāññassati tāni-m-eva8（見ている人は











	 Sn. 874 
“Na saññasaññī na visaññasaññī no pi asaññī na vibhūtasaññī, 


















                                                      
8 Sn. 909 
9 Sn. 950 
10 Sn. 1100 
11 妄想(papañca)については、櫻部建[1991]を参照されたい。 

































                                                      
13 Sn. 171, SN. 1, 3-10(Vol. Ⅰ p. 16) 
14 Sn. 284, 337, Th. 195, 252, 455, 535 
15 Sn. 387, Th. 455, 895, SN. 4, 2-5(Vol. Ⅰ p. 111) 
16 Th. 643 
17 Sn. 759, SN. 4, 2-7(Vol. Ⅰ p. 113) 
18 Th. 1099 
19 最古層の用例で挙げた Sn. 974 も五つの欲望の対象を説き、次偈(Sn. 975)で法(dhamma)として纏める。 
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 Sn. 387 
Rūpā ca saddā ca rasā ca gandhā phassā ca ye sammadayanti satte, 











                                                      
20 Th. 455, 895, SN. 4, 2-5(Vol. Ⅰ p. 111) 
21 Th. 735 では、Th. 730-734 に説かれる五つの欲望の対象をこれらの法(etehi dhammehi)として纏める。 
22 Dhp. 360-361, It. 28-29(pp. 22-24) 
23 最古層において散見された diṭṭha, suta, muta という表現は、古層においてそれ程説かれなくなった。そ
れに代わって、感覚器官と、特にその対象を分類していくという傾向が見えた。加えて、diṭṭha, suta が眼、
耳の対象であることを示す用例(Th. 500)や感覚器官(indriya)と diṭṭha, suta が関連する用例(Sn. 250)もあり、
diṭṭha, suta, muta という表現が六処の体系へと展開した可能性も考えられる。そこで、見たこと(diṭṭha)、
聞いたこと(suta)、考えたこと(muta)について、散文資料における用例を見る。 
 
	 SN. 35, 95(Vol. Ⅳ p. 72. 18-21): 
Tam kim maññasi Mālukyaputta|| || Ye te cakkhuviññeyyā rūpā adiṭṭhā adiṭṭhapubbā na ca passasi|| na ca 






	 下線部に見られるように、眼の対象である色が diṭṭha という過去分詞の形で表現されていることが分か
る。そして引き続き、声は suta、香は ghāyita、味は sāyita、触は samphuṭṭha、法は viññāta で表現されて
いる。このように六つの感覚器官とその対象について説き終えた後、以下の文章が続く。 
 
	 SN. 35, 95(Vol. Ⅳ p. 73. 4-7): 
Ettha ca te Mālukyaputta diṭṭha-suta-muta-viññātabbesu dhammesu diṭṭhe diṭṭhamattam bhavissati|| sute 






る。ここには diṭṭha, suta, muta, viññāta という表現が見られ、最古層で挙げた用例と比較すれば、viññāta
が付加されているが、散文資料に見られるこの表現の多くは viññāta が付加されている。荒牧典俊[1983b]
によれば、diṭṭha, suta, muta よりも、この四つの組み合わせの方が、古ウパニシャッドや古層のジャイナ
教聖典でも用いられており、一般的であると言える。 
 
	 そこで、この組み合わせが何を意味しているのか、MN. 1(Vol. Ⅰ p. 3)に見られるこの組み合わせの註












	 次に、六つの分類について、認識過程を明確に表した韻文資料が Th. 794-817 に見られ
るので、ここでは「眼―色」に関する箇所のみ示す。 
 
	 Th. 79427 
Rūpaṃ disvā sati muṭṭhā piyanimittaṃ manasikaroto; 




	 Th. 795 
tassa vaḍḍhanti vedanā anekā rūpasambhavā, 
abhijjhā ca vihesā ca cittam ass’ ūpahaññati; 





                                                                                                                                                              
義語と解釈される。この中で、特に muta を香、味、所触と解釈するには些か無理があるように思える。
おそらく、六処の体系が既に構築されている段階で、diṭṭha, suta, muta, viññāta に六つの分類を当て嵌め
ようとしてこのような解釈に至ったのであろうが、本来、それとは逆であったと考えるべきである。すな
わち、diṭṭha, suta, muta, viññāta という表現は最古層から説かれており、六処の体系はそこから遅れてき
たものである。よって、六処の体系を前提として diṭṭha, suta, muta, viññāta を解釈することはできないは
ずである。上述した SN. 35, 95 の後半部は、Ud. 1, 10(p. 8)にも見られ、また内容的に一致する韻文資料
である Uv. 26, 17 にも見られるが、六処の体系とは関連しない文脈で使われており、diṭṭha, suta, muta, 
viññāta という表現が、後に SN. 35, 95 のように六処の体系と結びついたと考えるべきである。以上のこ
とから、diṭṭha, suta, muta, viññāta という表現が、感覚器官とその対象を六つに分類することに何らかの
影響を与えたと考えることもできるのではないだろうか。 
24 SN. 5, 9(Vol. Ⅰ p. 134) 
25 Sn. 169 には、「六つ(cha)」という表現が見られ、註釈 Sn-a. 169(Vol. Ⅰ p. 211)の解釈を参照すれば、
六内処と六外処を指していることが分かる。 
26 Th. 116, Ud. 3, 5(p. 28) 
27 Cf. Th. 98-99 
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 Th. 806 
na so rajjati rūpesu; rūpaṃ disvā patissato 




	 Th. 807 
yathāssa passato rūpaṃ sevato vāpi vedanaṃ 
khiyyati nopaciyyati evaṃ so caratī sato; 





	 まず、苦が生じており涅槃に到達していない場合として、Th. 794 では、「対象を見る
→好ましい特徴(piyanimitta)に心を向ける→感受」という認識過程が読み取れる。Th. 795
では、sambhava という語を用いて、「色（対象）→受」が説かれる。また、Th. 794-795
には sārattacittoや abhijjhā ca vihesā caという煩悩を表す用語が用いられている。ここでも、
認識過程と煩悩が関連していることが窺えよう。 
	 一方、苦が滅しており涅槃に到達した場合として、Th. 806 では、対象に対して貪らな











                                                      
28 古層における触の用例を挙げておく。 
 
	 Ud. 3, 10(p. 32. 29-30): 
ayam loko santāpajāto phassapareto rogaṃ vadati attato, 






	 まず、六受について言えば、散文資料と同様の表現は見られないが、先述した Th. 794-817







	 Sn. 529 
Vedāni viceyya kevalāni Sabhiyā ti Bhagavā samaṇānaṃ yāni p’ atthi brāhmaṇānaṃ 




	 下線部の veda は vedanā と同じ語根、√vid の使役形からなる単語であり、ここでは沙門




ている見解を超越した者）という用例もあり、vedanā と同じ語根の vediya を用いて、誤
った見解を指している。このように vedanā は感受と訳されることが多いが、同じ語根の動
詞や形容詞などは単に「知覚する」「受け入れる」という意味38で訳されることも多い39。 
                                                      
29 SN. 12, 2(Vol. Ⅱ p. 3) 
30 SĀc(1). 298(T02. 85) 
31 これに関して、水野弘元[1964: pp. 387-388]は、「眼觸所生の受等の六受は所依の根の別によって受を
區別したものであり、樂受等の三受は受の性質によって受を區別したものであって、兩者は觀點を異にし
て受を眺めたものにすぎない」と述べる。 
32 Th. 795 
33 Th. 1125 
34 Th. 1188 
35 Sn-a. 529(Vol. Ⅱ p. 431. 6-7): 
yo vedanāsu vītarāgo, so pi vedanāsaññakāni vedāni gato atikkanto hoti, 
全ての受に対して貪りを離れた彼も、受と呼ばれる智に至り、超越した者となる。 
36 Mvu.(Vol. Ⅲ p. 397. 17-20): 
vedāni vicārya kevalāni śramaṇānāṃ … 
so sarvavedanāsu vītarāgo sarvavedanām atītya vedako ti. 
 
	 Sn. 529 と対応する梵文資料とを比較すれば、veda と vedanā がほとんど同義で用いられていることが
分かる。 
37 Sn. 474 





	 DN. 11(Vol. Ⅰ p. 223. 12-17): 
Viññāṇaṃ anidassanaṃ anantaṃ sabbato pabhaṃ40. 
Ettha āpo ca paṭhavī tejo vāyo na gādhati, 
Ettha dīghañ ca rassañ ca anuṃ thūlaṃ subhāsubhaṃ, 
Ettha nāmañ ca rūpañ ca asesaṃ uparujjhati, 













す用例や、nibbuyhati susānaṃ aciraṃ kāyo apetaviññāṇo45（識を離れた身体は、やがて死体
捨て場に運ばれる。）や、aciraṃ vat’ ayaṃ kāyo paṭhaviṃ adhisessati chuddho apetaviññāṇo 
niratthaṃ va kaliṅgaraṃ46（実に、捨てられ、識を失ったこの身体は、無益な木片のように、
まもなく地面に横たわるだろう。）のように、識が生命を存続させる要素として用いられ
                                                                                                                                                              
意味し、少し遅れて定着した解釈として、楽苦などの感受作用を意味するようになると述べる。 
39 Sn. 214, 251, Dhp. 419, 423 
40 PTS には pahaṃ とあるが、MN. 49(Vol. Ⅰ p. 329)に見られる同じフレーズから、pabhaṃ と読む。ま
た、以下に示すように、対応する漢訳資料との比較からも pabhaṃ が適当であると言えよう。 
 




41 「長いもの、短いもの、微細なもの、粗大なもの、浄や不浄なるもの」という表現は、Sn. 633, MN. 98(Vol. 
Ⅱ p. 196)において盗む対象として扱われている。 
42 荒牧典俊[1976: pp. 12-13]は、この DN. 11 の偈が、最古層で示した Sn. 1037 に説かれる「識の滅→名
と色の滅」に基づいていることを指摘している。 
43 SN. 1, 3-3(Vol. Ⅰ p. 13), SN. 1, 3-7(Vol. Ⅰ p. 15), SN. 1, 5-10(Vol. Ⅰ p. 35), SN. 2, 3-4(Vol. Ⅰ p. 
60), SN. 7, 1-5(Vol. Ⅰ p. 165) 
44 Th. 1030 
45 Thī. 468 




Acchecchi taṇham idha nāmarūpe47（彼はこの世で名色に対する渇愛を断った。）、niviṭṭhaṃ 
nāmarūpasmiṃ48（名色に対して没頭する。）、taṃ nāmarūpasmim asajjamānaṃ akiñcanaṃ 
nānupatanti dukkhā49（名色に対して執着せず、無所有の彼に諸々の苦は従わない。）、sabbaso 




	 Sn. 53051 
Anuvicca papañca nāmarūpaṃ ajjhattaṃ bahiddhā ca rogamūlaṃ 





















                                                      
47 Sn. 355, Th. 1275, SN. 1, 2-10(Vol. Ⅰ p. 12), SN. 1, 4-4(Vol. Ⅰ p. 23) 
48 Sn. 756, It. 41(p. 35) 
49 Dhp. 221, SN. 1, 4-4(Vol. Ⅰ p. 23) 
50 Dhp. 367 









には感覚器官の防護を示す資料として、Yatvādhikaraṇam enaṃ cakkhundriyaṃ asaṃvutaṃ 
viharantaṃ abhijjhā-domanassā pāpakā akusalā dhammā anvāssaveyyuṃ53（この眼という感覚
器官が防護されず住している時、結果として貪欲や落胆という悪しき不善なる諸現象が漏
入するだろう。）という用例が散見されるように、認識作用は煩悩や苦を引き起こす要因
として扱われている。また、yañ ca tad ubhayaṃ paṭicca uppajjati saṃyojanaṃ54（その両者
（感覚器官とその対象）によって束縛が生じる。）、tassa asappāyaṃ cakkhunā rūpadassanaṃ 
anuyuttassa …  rāgo cittaṃ anuddhaṃseyya; so rāgānuddhaṃsitena cittena maraṇaṃ vā 
nigaccheyya maraṇamattaṃ vā dukkhaṃ55（彼が眼によって不適切な色を見ることに従って
いる時、…貪りが心を没落させるだろう。彼は貪りにより没落した心によって死、あるい














                                                      
52 並川孝儀[2010: p. 104]は、「…渇愛するのはいったい誰であるのか、その主体の在り方を問うことが
求められた結果、識までの認識作用が導入されたのではないか…」と述べる。 
53 DN. 2(Vol. Ⅰ p. 70) 
54 DN. 22(Vol. Ⅱ p. 302) 
55 MN. 105(Vol. Ⅱ p. 258) 
56 SN. 35, 190(Vol. Ⅳ p. 160) 
57 ニカーヤにはそれ程見られないが、漢訳資料には「触→渇愛」を説く資料が多く見られる。Cf. SĀc(1). 










	 MN. 148(Vol. Ⅲ p. 285. 3-8): 
Cakkhuñ ca, bhikkhave, paṭicca rūpe ca uppajjati cakkhuviññāṇaṃ, tiṇṇaṃ saṃgati 
phasso; phassapaccayā uppajjati vedayitaṃ sukhaṃ vā dukkhaṃ vā adukkhamasukhaṃ vā. 


















	 SN. 36, 2360(Vol. Ⅳ p. 233. 1-4): 
Tisso imā bhikkhu vedanā|| sukhā vedanā dukkhā vedanā adukkhamasukhā vedanā|| imā 
vuccati bhikkhu tisso vedanā|| || Phassasamudayā vedanāsamudayo|| taṇhā 
vedanāsamudayagaminī paṭipadā|| … 
比丘よ、これら三つの受がある。楽なる受、苦なる受、不苦不楽なる受である。比丘
                                                      
58 服部弘瑞[2011: pp. 569-581]は、苦受を感じた場合、渇愛ではなく「瞋恚」が生じる可能性を指摘し、
十二支縁起説には欠落している部分があるという仮説を立てている。 
59 MN. 46(Vol. Ⅰ p. 314)には「貪り、怒り、邪見→楽、喜びの感受」という関係も説かれる。 



































                                                      
61 中村元[16: pp. 318-319]はこの資料を引用し、「渇愛←受」の萌芽として位置づける。 
62 拙稿(唐井隆徳[2016b]) 




六外処(cha bāhira āyatana)、六根(cha indriya)、六触処という表現がなされている64。ニカ












	 SN. 12, 24(Vol. Ⅱ p. 37. 20-23): 
… Phasso kho āvuso saḷāyatananidāno saḷāyatanasamudayo saḷāyatanajātiko 















                                                      
64 DN. 33(Vol. Ⅲ p. 290)では、五つの感覚器官とその対象を十処(das’ āyatanāni)として纏めている。 
65 SN. 35, 117(Vol. Ⅳ pp. 97-101) 
66 Cf. 平川彰[2: p. 314] 















	 SN. 12, 19(Vol. Ⅱ pp. 23. 35-24. 4): 
Avijjānīvaraṇassa bhikkhave bālassa taṇhāya sampayuttassa evam ayaṃ kāyo 
samudāgato|| Iti ayaṃ ceva kāyo bahiddhā ca nāmarūpam|| itthetaṃ dvayaṃ dvayaṃ 
paṭicca phasso 69  saḷevāyatanāni|| yehi phuṭṭho bālo sukhadukkham paṭisaṃvediyati|| 





                                                      
68 拙稿(唐井隆徳[2016a: pp. 160-170]) 
69 SN-a. 12, 19(Vol. Ⅱ pp. 38. 31-39. 1): 
Dvayaṃ  paṭicca  phasso ti, aññattha-cakkhu-rūpādīni dvayāni paṭicca cakkhu-samphassādayo vuttā, idha 
pana ajjhattika-bāhirāni āyatanāni. 
「二つによって触があり」とは、別の所では、眼と色などの二つによって眼触などが説かれる。こ
こでは、内処と外処のことである。 
70 Tripāṭhī[1962: p. 142]は、触(sparśaḥ)の後に Single Daṇḍa を入れており、本論文ではそれに従い翻訳し
た。 
71 下線部の翻訳は難解であり、ここに諸訳を示しておく。Bodhi[2000: pp. 549-550] “So there is this body 
and external name-and-form: thus this dyad. Dependent on the dyad there is contact. There are just six sense 
bases,”、中村元[16: p. 503]「このように、この身体と、外面的には名称と形態とがある。このようにこの
二つのものに縁って触と六つの領域とがある。」、村上真完[2006: p. 100]「この身と外にある名色との二
つに縁って觸（対象経験）があって、それが六つだけの処（認識領域）であり、」、片山一良[相応部 3: p. 
140]「このようにしてこの身があり、また外の名色があります。ここに、この二種があり、二によって触
があり、六処があります。」 
	 一方、Aramaki[1985: p. 100]は、梵文資料(NidSa(Tr). 12)をより原型に近いものとし、“the nāmarūpa-  for 
him is this body here [experiencing] with the [six] vijñānas and the external [objects being experienced] and 
thus [the nāmarūpa-] is the twofold [experiential bases, subjective and objective]. It is, indeed, conditioned by 
[these] twofold [experiential bases] that there arises the experience. For the experience there are six kinds of 
experiential bases here and …”と翻訳する。舟橋智哉[2003: p. 325]も、梵文資料の savijñānakaḥ kāyo 
bahirdhā ca nāmarūpam という箇所を「彼にとって名色はここなる（内なる）有識の身と外なる〔対境〕
とである。」と翻訳しており、Aramaki の訳と類似している。 





身体(kāya)           	 六つの処(saḷevāyatana)       楽と苦の感受(paṭisaṃvediyati) 
 













のとして、Aramaki[1985: p. 100] “there arises the experience. For the experience there are six 
kinds of experiential bases here and …”、Bodhi[2000: pp. 549-550] “Dependent on the dyad 
there is contact. There are just six sense bases,”、片山一良[相応部 3: p. 140]「二によって触
があり、六処があります。」などがあり、ここではこれらの翻訳に倣っている。 
	 身体(kāya)と名色(nāmarūpa)について言えば、対応する梵文資料72には savijñānakaḥ kāyo 
bahirdhā ca nāmarūpam（識を伴う身体と外面に名色がある。）とあり、対応する漢訳資料
73には「身内有此識。身外有名色。」とある。このように、SN. 12, 19 ではただ「身体」と
表現されている箇所が、縁起説における識と名色の関係を意識しているのか、梵文資料や
漢訳資料では「識を伴う身体」となっている。一方、SN. 12, 19 の註釈を見ると、Ayañ  c’  eva  




                                                      
72 NidSa(Tr). 12, 1(p. 140) 
73 SĀc(1). 294(T02. 83) 
74 SN-a. 12, 19(Vol. Ⅱ p. 38) 
75 北伝に註釈書と対応する伝承が存在することは既に指摘されている。Cf. 馬場紀寿[2003] 





































	 AN. 9, 14(Vol. Ⅳ p. 385. 16-21): 
‘kimārammaṇā Samiddhi purisassa saṅkappavitakkā uppajjantī’ ti? ‘Nāmarūpārammaṇā bhante’ ti. ‘Te 
pana Samiddhi kva nānattaṃ gacchanti’ ti? ‘Dhātūsu bhante’ ti. ‘Te pana Samiddhi kiṃsamudayā’ ti? 









	 SN. 35, 60(Vol. Ⅳ p. 32. 31-32): 
Cakkhuñ ca paṭicca rūpe ca uppajjati cakkhuviññāṇaṃ|| tiṇṇaṃ saṅgati phasso|| 
phassapaccayā vedanā|| || 
眼と諸色によって眼識が生じる。三つの集合が触である。触という縁により受がある。 
 








	 SN. 35, 19580(Vol. Ⅳ p. 171. 23-24): 







	 SN. 14, 5(Vol. Ⅱ pp. 142. 29-143. 2): 
Cakkhudhātum bhikkhave paṭicca uppajjati cakkhusamphasso|| cakkhusamphassam 
paṭicca uppajjati cakkhusamphassajā vedanā|| No cakkhusamphassajaṃ vedanam paṭicca 






                                                      
79 宮本正尊[1974b: p. 58]、平川彰[1: p. 408] 
80 Cf. SN. 35, 196(Vol. Ⅳ p. 172) 
81 この認識過程を解説する資料があるので以下に示す。 
 
	 SN. 35, 130(Vol. Ⅳ p. 115. 10-16): 
Kathaṃ nu kho bhante dhātunānattam paṭicca uppajjati phassanānattaṃ|| phassanānattam paṭicca 
uppajjati vedanānānattan ti|| || 
Idha gahapati bhikkhu cakkhunā rūpaṃ disvā manāpam Itthetan ti pajānāti cakkhuviññāṇam 



















	 MN. 43(Vol. Ⅰ pp. 292. 24-293. 28): 
Viññāṇaṃ viññāṇan ti āvuso vuccati. Kittāvatā nu kho āvuso viññāṇan ti vuccatī ti. 
Vijānāti vijānātī ti kho āvuso, tasmā viññāṇan ti vuccati, kiñ ca vijānāti: sukhan ti pi 
vijānāti, dukkhan ti pi vijānāti, adukkhamasukhan ti pi vijānāti. … 
Yā c’ āvuso vedanā yā ca saññā yañ ca viññāṇaṃ ime dhammā saṃsaṭṭhā udāhu 
visaṃsaṭṭhā, labbhā ca pan’ imesaṃ dhammānaṃ vinibbhujitvā vinibbhujitvā 
nānākaraṇaṃ paññāpetun ti. Yā c’ āvuso vedanā yā ca saññā yañ ca viññāṇaṃ ime 
dhammā saṃsaṭṭhā no visaṃsaṭṭhā, na ca labbhā imesaṃ dhammānaṃ vinibbhujitvā 
vinibbhujitvā nānākaraṇaṃ paññāpetuṃ. Yaṃ h’ āvuso vedeti taṃ sañjānāti, yaṃ 
sañjānāti taṃ vijānāti, tasmā ime dhammā saṃsaṭṭhā no visaṃsaṭṭhā, na ca labbhā imesaṃ 











































[1954: p. 19][1984: pp. 122-123]は、先述した SN. 12, 19 の対応漢訳である SĀc(1). 294 に説
かれる「身内有此識。身外有名色。」の関係に注目し、名色を識の対象と考え85、これが
                                                      
83 Cf. SN. 35, 121(Vol. Ⅳ p. 106) 
84 Sn. 1111 




がニカーヤでは註釈的な位置づけとなり、原型とは言い難く、本項では ayañ ceva kāyo 
bahiddhā ca nāmarūpaṃ（この身体と外面に名色がある。）と説く SN. 12, 19 を参考にし、
主体である身体と客体である名色という関係性のみを読み取った。 




idañ ca pana me viññāṇaṃ ettha sitaṃ ettha paṭibaddhan ti86 
また、この私の識は、ここ（身体）に依存し、ここ（身体）に結びついている。 
 
yadā ’yaṃ kāyo āyu-sahagato ca hoti usmā-sahagato ca viññāṇa-sahagato ca, …87 
この身体が寿命を伴い、熱を伴い、識を伴う時、… 
 
… pe … atikkamma ca purisassa chavi-maṃsa-lohitaṃ aṭṭhiṃ paccavekkhati, purisassa 






Yadā kho āvuso imaṃ kāyaṃ tayo dhammā jahanti: āyu usmā ca viññāṇaṃ, athāyaṃ kāyo 









                                                      
86 DN. 2(Vol. Ⅰ p. 76), MN. 77(Vol. Ⅱ p. 17) 
87 DN. 23(Vol. Ⅱ p. 335) 
88 DN. 28(Vol. Ⅲ p. 105) 
89 MN. 43(Vol. Ⅰ p. 296), Cf. SN. 22, 95(Vol. Ⅲ p. 143) 
90 MN. 109(Vol. Ⅲ p. 18), MN. 112(Vol. Ⅲ p. 32), SN. 18, 21(Vol. Ⅱ p. 252), SN. 22, 72(Vol. Ⅲ p. 80), 
SN. 22, 82(Vol. Ⅲ p. 103), SN. 22, 91(Vol. Ⅲ p. 136), SN. 22, 92(Vol. Ⅲ p. 137), SN. 22, 124(Vol. Ⅲ p. 
169), SN. 22, 125(Vol. Ⅲ p. 170), AN. 3, 32(Vol. Ⅰ p. 132) 
 93 
用 が 働 く と も 考 え ら れ 、 yadā ’yaṃ kāyo āyu-sahagato ca hoti usmā-sahagato ca 
viññāṇa-sahagato ca, tadā abhikkamati pi paṭikkamati pi tiṭṭhati pi nisīdati pi seyyam pi kappeti, 











	 MN. 138(Vol. Ⅲ p. 223. 9-15): 
Tathā tathā, bhikkhave, bhikkhu upaparikkheyya yathā yathā ’ssa upaparikkhato bahiddhā 
c’ assa viññāṇaṃ avikkhittaṃ avisaṭaṃ ajjhattaṃ asaṇṭhitaṃ anupādāya na paritasseyya; 
bahiddhā, bhikkhave, viññāṇe avikkhitte avisaṭe sati ajjhattaṃ asaṇṭhite, anupādāya 













                                                      
91 DN. 23(Vol. Ⅱ p. 338) 
92 次の資料もこの関係に類似している。 
 
	 SN. 35, 118(Vol. Ⅳ p. 102. 6-9): 
tassa tam abhinandato abhivadato ajjhosāya tiṭṭhato tannissitaṃ viññānaṃ hoti tadupādānaṃ|| Saupādāno 























	 It. 44(p. 38. 7-15): 
Katamā bhikkhave saupādisesā nibbānadhātu? Idha bhikkhave bhikkhu arahaṃ hoti 
khīṇāsavo vusitavā katakaraṇīyo ohitabhāro anuppattasadattho 
parikkhīṇabhavasaṃyojano sammadaññāvimutto. Tassa tiṭṭhanteva pañcindriyāni yesaṃ 
avighātattā manāpāmanāpaṃ paccanubhoti, sukhadukkhaṃ paṭisaṃvediyati. Tassa yo 
rāgakkhayo dosakkhayo mohakkhayo, ayaṃ vuccati bhikkhave saupādisesā nibbānadhātu. 
                                                                                                                                                              
	 この用例でも、識が主体となり、識が執着していることが窺える。Cf. MN. 106(Vol. Ⅱ p. 265) 
93 SN. 14, 5(Vol. Ⅱ pp. 142-143) 
94 MN. 36(Vol. Ⅰ p. 239. 13-33): 
Idha Aggivessana assutavato puthujjanassa uppajjati sukhā vedanā, so sukhāya vedanāya phuṭṭho samāno 
sukhasārāgī ca hoti sukhasārāgitañ ca āpajjati, tassa sā sukhā vedanā nirujjhati, sukhāya vedanāya 
nirodhā uppajjati dukkhā vedanā, so dukkhāya vedanāya phuṭṭho samāno socati kilamati paridevati, 
urattāḷiṃ kandati, sammohaṃ āpajjati. … 
Idha Aggivessana sutavato ariyasāvakassa uppajjati sukhā vedanā, so sukhāya vedanāya phuṭṭho samāno 
no sukhasārāgī hoti na sukhasārāgitaṃ āpajjati, tassa sā sukhā vedanā nirujjhati, sukhāya vedanāya 
nirodhā uppajjati dukkhā vedanā, so dukkhāya vedanāya phuṭṭho samāno na socati na kilamati na 



















覚器官はあり、楽や苦を感受する。また、Rasapaṭisaṃvedī kho pana so bhavaṃ Gotamo 










	 SN. 35, 133(Vol. Ⅳ pp. 123. 32-124. 1): 
Cakkhusmiṃ kho bhagini sati arahanto sukhadukkham paññāpenti|| Cakkhusmim asati 












                                                      
95 MN. 91(Vol. Ⅱ p. 138), Cf. SN. 35, 70(Vol. Ⅳ pp. 41-43) 
96 MN. 152(Vol. Ⅲ p. 298) 





















過程として、SN. 12, 19 に見られる認識過程、「六処→触→受」、三事和合説の三つを























	 SN. 12, 45(Vol. Ⅱ p. 74. 18-35): 
Cakkhuṃ ca paṭicca rūpe ca uppajjati cakkhuviññāṇaṃ|| tiṇṇaṃ saṅgati phasso|| 
phassapaccayā vedanā|| vedanāpaccayā taṇhā|| taṇhāpaccayā upādānaṃ|| pe|| Evam etassa 
kevalassa dukkhakkhandhassa samudayo hoti|| || … 
Cakkhuṃ ca paṭicca rūpe ca uppajjati cakkhuviññāṇaṃ|| tiṇṇaṃ saṅgati phasso|| 
phassapaccayā vedanā|| vedanāpaccayā taṇhā|| tassā yeva taṇhāya|| asesavirāganirodhā 
upādānanirodho 99 || upādānanirodhā bhavanirodho|| pe|| || Evam etassa kevalassa 



















































	 SN. 12, 24(Vol. Ⅱ p. 37. 20-23): 
… Phasso kho āvuso saḷāyatananidāno saḷāyatanasamudayo saḷāyatanajātiko 
saḷāyatanapabhavo ti|| channaṃ tveva āvuso phassāyatanānaṃ asesavirāganirodhā 
phassanirodho|| … 
「…友よ、触は六処を因とし、六処を原因とし、六処から生じ、六処から生起する。」
                                                      
100 SN. 12, 43(Vol. Ⅱ pp. 71-73), SN. 35, 106(Vol. Ⅳ pp. 86-87) 
101 SN. 12, 44-45(Vol. Ⅱ pp. 73-75), SN. 35, 107(Vol. Ⅳ p. 87), SN. 35, 113(Vol. Ⅳ pp. 90-91) 
102 SĀc(1). 68(T02. 18), SĀc(1). 218(T02. 54-55), SĀc(1). 228(T02. 55-56) 










	 この八支縁起説が説かれる前に、ye te samaṇabrāhmaṇā kammavādā sayaṃkataṃ dukkhaṃ 















	 DĀc. 17(T01. 76a20-b03): 
或有沙門婆羅門作是説。此世間自造。復有沙門婆羅門言。此世間他造。或復有言。自
                                                      
104 SN. 12, 24(Vol. Ⅱ p. 36) 
105 この次の経である SN. 12, 25 では、「触→楽苦」と「触→邪見」の二種説かれるが、対応する梵文資
料や漢訳資料を参照すると、内容が異なる。また、対応する梵文資料や漢訳資料は SN. 12, 24-25 の二経
を合わせた形となっている。 
 
	 NidSa(Ch&F). 22, 14-16a: Cf. NidSa(Tr). 22, 14-16a(pp. 182. 15-183. 18) 
tat kasmād dhetoḥ pratītyasamu(tpanna)m āyuṣmaṃ bhūmika bhagavatā sukhaduḥkhaṃ prajñaptam … 
tatrāyuṣmaṃ bhūmika ye te śramaṇabrāhmaṇāḥ svayaṃkṛtaṃ sukhaduḥkhaṃ prajñapayaṃti tad api 























	 次の資料は、誤った見解として六十二見を説く Brahmajālasutta における八支縁起説であ
る。 
 
	 DN. 1(Vol. Ⅰ pp. 39. 33-45. 17): 
①‘Tatra, bhikkhave, ye te samaṇa-brāhmaṇā sassatavādā sassataṃ attānañ ca lokañ ca 
paññāpenti catuhi vatthūhi, tad api tesaṃ bhavataṃ samaṇa-brāhmaṇānaṃ ajānataṃ 
apassataṃ vedayitaṃ taṇhā-gatānaṃ paritasita-vipphanditam eva. … 
②‘Tatra, bhikkhave, ye te samaṇa-brāhmaṇā sassatavādā sassataṃ attānañ ca lokañ ca 
paññāpenti catuhi vatthūhi, tad api phassa-paccayā. … 
③‘Tatra, bhikkhave, ye te samaṇa-brāhmaṇā sassatavādā sassataṃ attānañ ca lokañ ca 
paññāpenti catuhi vatthūhi, te vata aññatra phassā paṭisaṃvedissantī ti n’ etaṃ ṭhānaṃ 
vijjati. … 
④sabbe te chahi phassāyatanehi phussa phussa paṭisaṃvedenti, tesaṃ vedanā-paccayā 
taṇhā, taṇhā-paccayā upādānaṃ, upādāna-paccayā bhavo, bhava-paccayā jāti, jāti-paccayā 









                                                      
106 DN-a. 1(Vol. Ⅰ p. 124. 16-22): 
Tattha Te  vata  aññatra  phassā ti, te vata Samaṇa-Brāhmaṇā taṃ vedayitaṃ vinā phassena 
paṭisaṃvedissantī  ti  kāraṇam etaṃ n’ atthi. Yathā hi patato gehassa upatthambhanatthāya thūṇā nāma 
balava-paccayo hoti, na taṃ thūṇāya anupatthambhitaṃ ṭhātuṃ sakkoti, evam eva phasso pi vedanāya 























                                                                                                                                                              
力ある縁となり、その〔家が〕柱によって支えられない時、立つことができないように、触も受に
とって力ある縁であり、それなくして見解の知覚（受）は存在しないということを示す。 
107 三枝充悳[1995: p. 674]は、この縁起説を六支、あるいは七支であると述べる。また、森章司[1995: p. 492]
は七支と考えている。本論文では、この縁起説を形式上、六支と認めつつも、内容的に八支を説いている
ため八支縁起説に分類した。 
108 SN. 22, 47(Vol. Ⅲ p. 46. 26-27): 







	 SN. 22, 81(Vol. Ⅲ p. 96. 24-26): 










109 仲宗根充修[2006: pp. 145-171]は、DN. 1 の八支縁起説を考察し、この縁起説によって常住論などの見
解を批判していることを述べる。しかし、五支縁起説以降の展開は水野説に倣い、三事和合触を起点とす
る縁起説を想定し、この DN. 1 の縁起説は展開過程に位置づけていない。 
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第３項	 九支縁起説	 ―Mahānidānasuttanta を通して―	 
	 本項で扱う九支縁起説とは、五支縁起説と「識⇔名色→触→受」とが結合した縁起説で
ある。この九支縁起説は、従来の縁起説研究でも大いに注目されてきた。しかし、その関
                                                      
110 DN. 1 に対応するチベット訳の「梵網経」について德岡亮英[1960: p. 612]は、縁起説の支分に関して
ニカーヤの用例と同じくらい出てくるが、支として体系的に述べられている訳ではなく、元来ニカーヤと
同じであったものが崩れた形であると述べる。 
111 Weller[1934], Cf. 本庄良文[1992] 
112 T01. 264-270 
113 SN. 12, 12(Vol. Ⅱ pp. 12-14), SĀc(1). 230(T02. 56), SĀc(1). 371-372(T02. 101-102) 











	 MNS には、『人本欲生経』115『大因経(MĀc. 97)』116『大縁方便経(DĀc. 13)』117『大生
義経』118という四種の対応する漢訳資料があり、比較し、原型を見出すという研究をなし





形と、SN. 12, 60(Vol. Ⅱ pp. 92-93)に見られる五支縁起説とが結びつき、MNS に説かれ
る九支縁起説が成立したという可能性を指摘している。 
	 さらに、この MNS 類は初期論書への引用119という点でも注目されている。『法蘊足論』
縁起品が MNS 類に説かれる九支縁起説に基づいていることは、福田琢[1993]、Cox[1993]
によって指摘されており、林寺正俊[2004]は『法蘊足論』に留まらず、『舎利弗阿毘曇論』
『分別論(Vibhaṅga)』という三つの論書に MNS が影響を与えていると指摘している。 
 







	 DN. 15(Vol. Ⅱ pp. 56. 31-57. 2): 
Iti kho Ānanda nāmarūpapaccayā viññāṇaṃ, viññāṇapaccayā nāmarūpaṃ, 
nāmarūpapaccayā phasso120, phassapaccayā vedanā, vedanāpaccayā taṇhā, taṇhāpaccayā 
                                                      
115 T01. 241-246 
116 T01. 578-582 
117 T01. 60-62 
118 T01. 844-846 
119 『法蘊足論』の引用箇所では、明確に MNS 類から引用していることが読み取れる。Cf. Takasaki[1965: 
pp. 404-405]、Sengupta[1975]、Dietz[1984] 
120 DN-a. 15(Vol. Ⅱ p. 497. 10-15): 
Nāma-rūpa-paccayā  phasso ti idam pana yasmā: Saḷāyatana-paccayā ti vutte cakkhu-samphass’ādīnaṃ 
 104 
upādānaṃ, upādānapaccayā bhavo, bhavapaccayā jāti, jātipaccayā jarāmaraṇaṃ 121 
sokaparidevadukkhadomanassupāyāsā sambhavanti. Evam etassa kevalassa 







	 これに対し、『人本欲生経』『大因経(MĀc. 97)』は DN. 15 と同様、老死から原因を追
究するが、「取←渇愛」で終わり、以下のように五支縁起説を説く。 
 


















                                                                                                                                                              
channaṃ vipāka-phassānaṃ yeva gahaṇaṃ hoti, idha ca: Saḷāyatana-paccayā ti, iminā padena gahitam pi 
agahitam pi paccay’uppanna-visesaṃ phassassa ca saḷāyatanato atirittaṃ, aññam pi visesa-paccayaṃ 




















	 DN. 15(Vol. Ⅱ pp. 58. 31-59. 3): 
Iti kho Ānanda vedanaṃ paṭicca taṇhā, taṇhaṃ paṭicca pariyesanā, pariyesanaṃ paṭicca 
lābho, lābhaṃ paṭicca vinicchayo, vinicchayaṃ paṭicca chandarāgo, chandarāgaṃ paṭicca 
ajjhosānaṃ, ajjhosānaṃ paṭicca pariggaho, pariggahaṃ paṭicca macchariyaṃ, 
macchariyaṃ paṭicca ārakkho, ārakkhādhikaraṇaṃ 
daṇḍādānasatthādānakalahaviggahavivādatuvaṃtuvapesuññamusāvādā aneke pāpakā 


























 MNS 『人本欲生経』 『大因経』 『大縁方便経』 『大生義経』 
①縁起説
概説 














































説では nāmarūpapaccayā viññāṇaṃ（名色という縁により識がある。）というように paccaya






                                                      
122 MNS 類のうち、『大生義経』は最も新しい漢訳資料であり、①縁起説概説を説かず、九支縁起説では
なく、十支縁起説を解説するという点で、他の四本とは大きく異なる。 



























	 SN. 12, 32(Vol. Ⅱ pp. 52. 13-53. 6): 
Sace mam bhante evaṃ puccheyyuṃ|| || Jāti panāvuso Sāriputta, kiṃnidānā|| pa|| 
kimpabhavāti|| evaṃ puṭṭhāham bhante evaṃ vyākareyyaṃ|| Jāti kho avuso bhavanidānā 
bhavasamudayā bhavajātikā bhavapabhavāti|| Evaṃ puṭṭhāham bhante evaṃ vyākareyyan 
ti|| … 
Sace mam bhante evam puccheyyuṃ|| Taṇhā panāvuso Sāriputta kiṃnidānā kiṃsamudayā 
kiṃjātikā kimpabhavāti|| evam puṭṭhāham bhante evaṃ vyākareyyaṃ|| Taṇhā kho āvuso 
vedanānidānā vedanāsamudayā vedanājātikā vedanāpabhavāti|| evaṃ puṭṭhāhaṃ bhante 
                                                      
124 Cf. 福田琢[1993: pp. 4-5] 
125 和辻哲郎[5: p. 221]は、九支縁起説の解説部分において、名色を胎児の意味に理解することは不合理で
あると述べる。 
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126 MN. 28(Vol. Ⅰ p. 185) 
127 SN. 12, 62(Vol. Ⅱ pp. 96-97), SN. 36, 8(Vol. Ⅳ pp. 213-214), SN. 48, 39(Vol. Ⅴ pp. 211-213) 




































                                                      




























































つの感覚器官のみで縁起説が成り立っていた。また、SN. 12, 19 では yehi phuṭṭho bālo 












	 SN. 5, 9(Vol. Ⅰ p. 134. 24-29): 
Nayidam attakataṃ bimbaṃ|| nayidaṃ parakatam aghaṃ|| 
hetuṃ paṭicca sambhūtaṃ|| hetubhaṅgā nirujjhati|| || … 
evam khandhā ca dhātuyo|| cha ca āyatanā ime|| 
















	 MN. 121(Vol. Ⅲ pp. 107. 33-108. 1): 








                                                      
1 Th. 755 













	 宮坂宥勝[1971: pp. 124-184]は、四食説3について考察し、縁起説中に食(āhāra)が見られ
るのは仏教の独創ではなく、古ウパニシャッドにおける食4 (anna)による輪廻的発想法に
近似点を見出すべきとし、食を含む縁起説にこそ古い原初的な形態を認めるべきとする。 





住説と関係があると思われる SN. 12, 38-39 を出発点とし、そこから四食説(SN. 12, 64)や
四識住説(SN. 22, 54)を説く資料へ展開すると述べる。 












                                                      
3 木村泰賢[3: p. 123]は、四食説とは生命の維持において欠いてはならない要素という立場から、有情の
成立を四要素に分けて観察した分類であると述べる。さらに、ウパニシャッドの五蔵説と酷似しているこ
とについても指摘している。 
4 Cf. 中村元[16: pp. 405-407] 
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 SN. 12, 12(Vol. Ⅱ pp. 13. 14-14. 23): 
Viññāṇāhāro5 āyatiṃ punabbhavābhinibbattiyā paccayo|| tasmiṃ bhūte sati saḷāyatanaṃ 
saḷāyatanapaccayā phasso ti|| || … 
Channam tveva Phagguna phassāyatanānaṃ asesavirāganirodhā phassanirodho|| … Evam 















                                                      
5 PTS には Viññāñāhāro とあるが、このように訂正する。 
6 SN-a. 12, 12(Vol. Ⅱ p. 31. 12-16): 
Ettha ca viññāṇāhāro ti, paṭisandhi-cittaṃ: āyatiṃ  punabbhavābhinibbattiyā ti, ten’ eva viññāṇena 
samuppanna-nāmarūpaṃ. Tasmiṃ  bhūte  sati  saḷāyatanan ti, tasmiṃ punabbhavābhinibbatti-sankhāte 







てよい。」と述べる。中村元[16: pp. 482-485]は、「この存在(tasmiṃ bhūte)」を識と解し、下線部の関係
を「識→六処」とし、註釈の解釈とは異なる。宮坂宥勝[1971: p. 136]も中村と同様の理解である。 
	 さらに、Bodhi[2000: p. 733]は、この用例に関連する資料として以下の用例を挙げるが、対応漢訳がな
いため、ここで見ておく。 
 
	 AN. 3, 76(Vol. Ⅰ p. 223. 22-25): 
Iti kho Ānanda kammaṃ khettaṃ viññāṇaṃ bījaṃ taṇhā sineho avijjānīvaraṇānaṃ sattānaṃ 





る用例は、四識住説を説く用例の中に見られる。Cf. SN. 22, 54(Vol. Ⅲ pp. 54-55) 
 116 
れている。食(āhāra)とは、Sabbe sattā āhāra-ṭṭhitikā7（一切の衆生たちは食によって住する。）、
āhārasambhūto ayaṃ … kāyo8（この身体は食によって生じたものである。）、āhāraṭṭhitiko 
samussayo9（身体は食によって住する。）とあるように生命を存続させるものである。四








	 次に、上の SN. 12, 12 に見られる「識食→再生したもの」の関係に類似した用例を以下
に示す。 
 
	 SN. 12, 38(Vol. Ⅱ p. 65. 15-20): 
Yañ ca kho bhikkhave ceteti yañ ca pakappeti yañ ca anuseti|| ārammaṇam etaṃ hoti 
viññāṇassa ṭhitiyā12|| ārammaṇe sati patiṭṭhā viññāṇassa hoti|| tasmiṃ patiṭṭhite viññāṇe 
virūḷhe āyatim punabbhavābhinibbatti hoti|| āyatim punabbhavābhinibbattiyā sati āyatiṃ 







悲しみ、苦しみ、落胆、悩み」という縁起関係も説かれている。SN. 12, 12 では識食が再
生の縁となっていたが、ここでは識住がその役割を果たしている。また、この用例では生
老死などの苦と結びついており、縁起説との関連が期待される。 
                                                      
7 DN. 33(Vol. Ⅲ p. 211), AN. 10, 27(Vol. Ⅴ p. 50) 
8 AN. 4, 159(Vol. Ⅱ p. 145) 
9 Th. 123 
10 SN. 12, 12(Vol. Ⅱ p. 13) 
11 Vin.(Vol. Ⅲ p. 73) には、人の身体(manussaviggaha)とは、母胎で最初の心(citta)と識(viññāṇa)が明ら
かとなって死ぬまでの間であると説かれている。 
12 SN-a. 12, 38(Vol. Ⅱ p. 71. 1-2): 
Viññāṇassa  ṭhitiyā  ti, kammaviññāṇassa ṭhit’ atthaṃ. 
「識が住するため」とは、業識が住するためである。 
13 PTS には jarāmaraṇaṃ とあるが、この経典の中で苦が滅する場合、jātijarāmaraṇaṃ となっているので、


















	 次に、上述した SN. 12, 12 と SN. 12, 38 に見られる縁起説を、さらに展開させたと考え
られる用例を以下に示す。 
 
	 SN. 12, 39(Vol. Ⅱ p. 66. 9-30): 
Yañ ca bhikkhave ceteti yañ ca pakappeti yañ ca anuseti|| ārammaṇam etaṃ hoti 
viññāṇassa ṭhitiyā|| ārammaṇe sati patiṭṭhā viññāṇassa hoti|| tasmiṃ patiṭṭhite viññāṇe 
virūḷhe nāmarūpassa avakkanti hoti|| || 
Nāmarūpapaccayā saḷāyatanaṃ|| || Saḷāyatanapaccayā phasso|| || Phassapaccayā vedanā|| … 
|| sokaparidevadukkhadomanassupāyāsā sambhavanti|| || … 
Yato ca kho bhikkhave no ceteti no ca pakappeti no ca anuseti|| ārammaṇam etaṃ na hoti 
viññāṇassa ṭhitiyā|| ārammaṇe asati patiṭṭhā viññāṇassa na hoti|| || Tad appatiṭṭhite viññāṇe 






                                                      
14 Cf. 中村元[16: p. 509] 
15 DN. 28(Vol. Ⅲ p. 105) 
16 DN. 33(Vol. Ⅲ p. 253), AN. 7, 41(Vol. Ⅳ pp. 39-40) 










	 これは、平川彰[1: p. 411]も指摘するように、先述した SN. 12, 12 における「識食→再生
したもの→六処→触→…」という関係の再生したものを名色と見た結果であるとも考えら











	 SN. 12, 58(Vol. Ⅱ p. 90. 18-21): 
Saññojaniyesu bhikkhave dhammesu assādānupassino viharato nāmarūpassa avakkanti 
hoti|| Nāmarūpapaccayā saḷāyatanaṃ|| pe|| || Evam etassa kevalassa dukkhakkhandhassa 
samudayo hoti|| || 
比丘たちよ、諸々の束縛される現象に対して味著を観察して住している者には、名色
の顕現がある。名色という縁により六処がある。…このようにこの全ての苦の集まり
                                                      
18 SN. 12, 63(Vol. Ⅱ p. 100) 
19 四食説を含む縁起説は他にも見られ、以下に示す。 
 
	 SN. 12, 11(Vol. Ⅱ p. 12. 1-26): 
Ime cattāro āhārā taṇhānidānā taṇhāsamudayā taṇhājātikā taṇhāpabhavā|| … Taṇhā vedanānidānā 







宮本正尊[1974a: p. 972]は、ここでの āhāra は upādāna と同様、「取る」「我がものとする」という煩悩










	 SN. 12, 59(Vol. Ⅱ p. 91. 13-16): 
Saññojaniyesu bhikkhave dhammesu assādānupassino viharato viññāṇassa avakkanti hoti|| 















	 五支縁起説には、Saññojaniyesu bhikkhave dhammesu assādānupassino viharato taṇhā 
                                                      
20 NidSa(Ch&F). 2, 3: Cf. NidSa(Tr). 2, 3(p. 87. 2-16) 
(upādā)nīyeṣu bhikṣavo dha(rmeṣv āsvādānudarṣino viharatas tadā)hārakaṃ vijñānaṃ bhava(ti 
nāmarūpe|) nāmarūpapratyayaṃ (ṣaḍāyatanam| ṣaḍāyatanapratyayaḥ sparśaḥ| sparśapratyayā vedanā| 
ve)danāpratyayā tṛṣṇā| tṛ(ṣṇāpratyayam upā)dānam| upādā(napratyayo bhavaḥ| bhavapratyayā jātiḥ| 
jātipratyayaṃ jarāmaraṇaṃ śokaparidevaduḥkhadau)rmanasyopāyāsā<ḥ> saṃbhavanty evam asy(a 












































                                                      
21 和辻哲郎[5: p. 184]は、味著を観察することが受であり、渇愛の原因として考えられたと指摘する。 
22 「城邑経」と「大本経」に関する先行研究については、村上真完[1973: pp. 25-28]、梶山雄一[1: pp. 341-379]、
Bongard-Levin[1996]、仲宗根充修[2006: pp. 33-39]が詳しく、本項はこれらの研究によるところが大きい。 
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23 NidSa(Ch&F). 5 


















	 インド本土ゴーパールプルの古塚の煉瓦に刻まれた梵文27は、Smith, V. A と Hoey, W と
が第一煉瓦刻文を解読した28。後に、Johnston, E. H は第二、第三煉瓦刻文を解読し公表し
た29。ここに説かれる縁起説は、流転分十支・還滅分十二支30である。 
	 Tripāṭhī, Ch は、Waldschmidt, E の研究 31を引き継ぎ、Fünfundzwanzig   Sūtras   des  
Nidānasaṃyukta32と題して、因縁相応の二十五経の梵本を公表した33。このうち「城邑経」
に相当するものが第五経 Nagara(NidSa(Tr). 5)である。Tripāṭhī は先述したゴーパールプル
の煉瓦刻文や SĀc(1). 287 を参照することなく、この第五経に説かれる縁起説を流転分、
還滅分共に十二支で復元した34。しかし、この復元に関して写本の支持がないことに気づ
いた村上真完[1973: pp. 28-47]は、Tripāṭhī の復元を修正し、流転分十支・還滅分十二支の
縁起説に再構成した35。 
                                                      
25 「城邑経」類の写本の発見に関しては、Bongard-Levin[1996: pp. 13-18]を参照されたい。 
26 Lévi[1910: pp. 435-440] 
27 Cf. 平野真完[1964] 
28 Smith & Hoey[1896] 
29 Johnston[1938] 
30 Johnston[1938: p. 550]は、この縁起説の類例を Buddhacarita, xiv や Lalitavistara に求めたが、平野真完








35 Cf. NidSa(Ch&F). 5 
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 さらに、吹田隆道[1988]は、Lévi[1910]によって校訂された Nidānasūtra と、L. de la Vallée 











	 次に、「大本経」類に関して、DĀc. 1 には毘婆尸仏が成道する際に、縁起説を観察する
様子が描かれており、この縁起説は散文で説かれた後、韻文で再説するという形態をとっ
ている。 













                                                      
36 Bongard-Levin[1996: pp. 76-89] 
37 Näther[1975]、Vogel & Wille[1996] 
38 榎本文雄[1982]、梶山雄一[1: pp. 348-359]、Bongard-Levin[1996: pp. 24-26]、仲宗根充修[2006: pp. 94-96] 
	 尚、最近の「城邑経」研究として仲宗根充修[2006: pp. 99-104]が挙げられる。『根本説一切有部毘奈耶
出家事』には Saṃgharakṣitāvadāna という物語に含まれる Nagaropamasūtra の全文があり、仲宗根は、こ



















 流転分の支分数 還滅分の支分数 帰属部派 
Nidānasūtra (Lévi[1910]) 不明（10？） 12 説一切有部 
The  Gopālpur  Bricks (Johnston[1938]) 10 12 不明 
NidSa(Ch&F). 5 (Cf. 村上真完[1973]) 10（相依） 12 説一切有部 
NagSū. (Bongard-Levin[1996]) 10（相依） 12 説一切有部 
SĀc(1). 287(T02. 80-81) 10 12 説一切有部 
『十二因縁経』(T16. 826-827) 10（相依） 12 不明 
『縁起聖道経』(T16. 827-828) 10 12 不明 
『旧城喩経』(T16. 829-830) 10（相依） 12 不明 
SN. 12, 65(Vol. Ⅱ pp. 104-107) 10（相依） 10（相依） 南方上座部 








	 SN. 12, 65(Vol. Ⅱ pp. 104. 13-105. 31): 
Tassa mayhaṃ bhikkhave etad ahosi|| || Kimhi nu kho sati jarāmaraṇaṃ hoti kimpaccayā 
jarāmaraṇan ti|| || 
Tassa mayhaṃ bhikkhave yoniso manasikārā ahu paññāya abhisamayo|| || Jātiyā kho sati 
jarāmaraṇaṃ hoti|| jātipaccayā jarāmaraṇan ti|| || … 
                                                      
42 表の作成にあたり、仲宗根充修[2006: p. 92]を参照した。 
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Tassa mayhaṃ bhikkhave etad ahosi|| || Kimhi nu kho sati viññāṇaṃ hoti kimpaccayā 
viññāṇan ti|| || 
Tassa mayhaṃ bhikkhave yoniso manasikārā ahu paññāya abhisamayo|| || Nāmarūpe kho 
sati viññāṇaṃ43 hoti|| nāmarūpapaccayā viññāṇan ti|| || 
Tassa mayham bhikkhave etad ahosi|| || Paccudāvattati kho idaṃ viññāṇaṃ nāmarūpamhā 
nāparaṃ gacchati|| ettāvatā jīyetha vā jāyetha vā māyetha vā cavetha vā upapajjetha vā yad 
idam nāmarūpapaccayā viññāṇaṃ|| …  Evam etassa kevalassa dukkhakkhandhassa 
samudayo hoti|| || … 
Tassa mayham bhikkhave etad ahosi|| || Kiṃhi nu kho asati jarāmaraṇaṃ na hoti|| kissa 
nirodhā jarāmaraṇanirodho ti|| || 
Tassa mayhaṃ bhikkhave yoniso manasikārā ahu paññāya abhisamayo|| || Jātiyā kho asati 
jarāmaraṇaṃ na hoti|| jātinirodhā jarāmaraṇanirodho ti|| || … 
Tassa mayhaṃ bhikkhave etad ahosi|| || Adhigato kho myāyaṃ maggo bodhāya yad idaṃ 
nāmarūpanirodhā viññāṇanirodho|| …  Evam etassa kevalassa dukkhakkhandhassa 





                                                      
43 SN-a. 12, 65(Vol. Ⅱ p. 115. 8-28): 
nāmarūpe  kho  sati  viññāṇan ti, ettha sankhāresu sati viññāṇan ti ca avijjāya sati sankhārā ti ca vattabbaṃ 
bhaveyya. Tad-ubhayam pi na vuttaṃ. Kasmā? Avijjā sankhārā ti tatiyo bhavo. Tehi saddhiṃ ayaṃ 
vipassanā na ghaṭīyatī. Mahāpuriso hi paccuppanna-pañca-vokāra-vasena abhiniviṭṭho ti. Na nu ca avijjā 
sankhāresu adiṭṭhesu na sakkā Buddhena bhavitun ti? Saccaṃ na sakkā. Iminā pana te 
bhava-upādāna-taṇhā-vasena diṭṭhā va. 
Tasmā yathā nāma godhaṃ anubandhanto puriso taṃ kūpaṃ paviṭṭhaṃ disvā, otāretvā, paviṭṭha-ṭṭhānaṃ 
khaṇitvā, godhaṃ gahetvā, pakkameyya, na parabhāgaṃ khaṇeyya. Kasmā? Kassaci n’ atthitāya. Evaṃ 
mahāpuriso pi, godhaṃ anubandhanto puriso viya, bodhi-pallanke nisinno jarāmaraṇato paṭṭhāya ‘imassa 
ayaṃ paccayo, imassa ayaṃ paccayo’ ti pariyesanto yāva nāma-rūpa-dhammānaṃ paccayaṃ disvā, tassa 
pi paccayaṃ pariyesanto viññāṇam eva addasa. Tato ettako pañca-vokāra-bhava-vasena sammasanaṃ 
karotī ti vipassanaṃ paṭinivattesi. Parato tucchakūpassa abhindana-ṭṭhānaṃ viya avijjā sankhāra-dvayaṃ 













































	 そこで、上述した SN. 12, 65 の下線部について考察する。下線部には、識と名色の相依




                                                      
44 さらに、並川孝儀[2010: p. 93]は十支縁起説が十二支縁起説の前段階的な説ではなく、立場の異なった
一つの完成した縁起説である可能性を指摘する。 







①tasya mama vijñānāt praty(u)dāvartate mānasaṃ nātaḥ pareṇa vyativartate46 
	 この私の考えは識から引き返し、ここからさらに越えていかない。 
②tasya mama vijñānāt pratya[yā]d āvarttate mānasaṃ nātaḥ pareṇa vyativarttate47 
③tasya mama vijñān(āt pratyu)dāvartate mānasaṃ nātaḥ parato vyativartate48 






















                                                      
46 村上真完[1973: p. 36] 
47 Johnston[1938: p. 551] 
48 NagSū.(p. 78) 
49 Vogel & Wille[1996: p. 258] 
50 SĀc(1). 287(T02. 80) 
51 『十二因縁経』(T16. 826) 














MAV(re-ed). 10（相依） 12 12 12 説一切有部 
DN. 14(Vol. Ⅱ pp. 
1-54) 
10（相依） 10（相依） × × 南方上座部 
DĀc. 1(T01. 1-10) 12 12 12 12 法蔵部 
『毘婆尸仏経』
(T01. 154-159) 






い。さらに、「城邑経」に見た、Paccudāvattati kho idaṃ viññāṇaṃ nāmarūpamhā nāparaṃ 














	 SN. 12, 67(Vol. Ⅱ pp. 112. 32-113. 35): 
kin nu kho āvuso Sāriputta sayaṃkataṃ 55  jarāmaraṇaṃ paraṃkataṃ jarāmaraṇaṃ 
                                                      
53 表の作成にあたり、仲宗根充修[2006: p. 96]を参照した。 
54 平野真完[1962: p. 287]は、「大本経」の韻文箇所における十二支縁起説を考察し、十支縁起説から十
二支縁起説への展開を認めている。Cf. 梶山雄一[1: pp. 359-360] 
55 PTS には sayaṃkatāṃ とあるが、sayaṃkataṃ で読む。 
 129 
sayaṃkatañ ca paraṃkatañ ca jarāmaraṇaṃ udāhu asayamkāram aparaṃkāram adhicca 
samuppannaṃ jarāmaraṇan ti|| || 
Na kho āvuso Koṭṭhita sayaṃkataṃ jarāmaraṇaṃ na paraṃkataṃ jarāmaraṇaṃ na 
sayaṃkatañ ca paraṃkatañ ca jarāmaraṇaṃ nāpi asayaṃkāram aparaṃkāram adhicca 
samuppannaṃ jarāmaraṇam api ca jātipaccayā jarāmaraṇan ti|| || … 
Na kho āvuso Koṭṭhita sayaṃkataṃ viññāṇam na paraṃkataṃ viññāṇaṃ na sayaṃkatañ 
ca paraṃkatañ ca viññāṇaṃ na pi asayaṃkāram aparaṃkāram adhicca samuppannaṃ 


















 流転分の支分数 還滅分の支分数 帰属部派 
SN. 12, 67(Vol. Ⅱ pp. 112-115) 10（相依） 10（相依） 南方上座部 
NidSa(Tr). 6(pp. 106-114) 10（相依） × 説一切有部 




































	 その一方で、村上真完[2006: pp. 108-117]は、南伝においても北伝のみに伝承されるはず
の流転分十支・還滅分十二支の縁起説に類似したものが見られると主張し、それを示す資
料として「蘆束経」を挙げる。ニカーヤに説かれる「蘆束経」には十支縁起説が説かれて
                                                      
56 仲宗根充修[2006: pp. 117-143]は、SN. 12, 25 に見られる「無明→思≒行」という縁起関係と、SN. 12. 
38-40 に見られる「思（≒行）→所縁→識住→…」という縁起系列が思（≒行）を介在して、「無明→行
→識→…」という縁起関係が成立したとして十支縁起説から十二支縁起説への展開を論じる。 
	 また、舟橋智哉[2000: pp. 49-51]は、SN. 12, 25 に見られる「無明→行→内なる苦楽」という縁起関係
と、Sn. 1111 に見られる「内にある受→識」という縁起関係が受を介在して識が無明、行と結びついた可
能性を指摘する。 






































                                                      






























                                                      



























	 Sn. 784 
Pakappitā saṃkhatā yassa dhammā62 purakkhatā santi avīvadātā, 












                                                      
61 初期経典における行の研究としては、上杉宣明[1978]、高橋審也[1983a][1983b]、服部弘瑞[2011: pp. 
285-350]などが挙げられよう。 
62 Nidd I. 784(p. 73. 4-5): 
Dhammā vuccanti dvāsaṭṭhi diṭṭhigatānī ti, 
諸々の〔誤った〕教えは、六十二の見解に至ったものと言われる。 
63 散文資料において、行(saṅkhāra)が邪見を指している用例は SN. 22, 81(Vol. Ⅲ p. 96)に見られる。 




	 SN. 1, 2-165(Vol. Ⅰ p. 6. 4-5): 
aniccā sabbasaṅkhārā|| uppādavayadhammino|| 













・	 saṃkhārā sassatā n’ atthi n’ atthi buddhānam iñjitaṃ67（諸々の形成されたものは常住な
るものではない。ブッダたちには動揺がない。） 
・	 “sabbe saṃkhārā aniccā” ti yadā paññāya passati68（一切の形成されたものは無常である
と智慧によって見る時、） 
・	 saṃkhāresu saṃkilissamānāse69（諸々の形成されたもののうちで汚れている者たち） 
・	 saṃkhāre adhimucchito70（形成されたものに対して夢中になった者） 
・	 saṃkhāre nopalippati71（形成されたもののうちで汚されない。） 
・	 n’ atthi koci bhavo nicco saṃkhārā vāpi sassatā72（いかなる生存も常なるものではなく、
諸々の形成されたものも常住ではない。） 
・	 na me hoti ahosin ti, bhavissan ti na hoti me; saṃkhārā vibhavissanti73（「私が〔過去に〕
存在した」という思いが私にはない。「私は〔未来に〕存在するだろう」という思い
が私にはない。諸々の形成されたものは滅するだろう。） 
・	 suddhaṃ dhammasamuppādaṃ suddhaṃ saṃkhārasantatiṃ passantassa yathābhūtaṃ na 
                                                      
65 Cf. Th. 1159, SN. 6, 2-5(Vol. Ⅰ p. 158), SN. 9, 6(Vol. Ⅰ p. 200), SN. 15, 20(Vol. Ⅱ p. 193), DN. 
16(Vol. Ⅱ p. 157), Uv. 1, 3, DĀc. 2(T01. 26), SĀc(1). 1197(T02. 325), SĀc(2). 110(T02. 413-414) 
66 行を「形成されたもの」と解すると無常偈の d 句 tesaṃ vūpasamo sukho の意味が理解し難くなる。そ
れに対して、高橋審也[1983a][1983b]は、諸行は「我あり、我がものありとして形成されている世界」な
のであって、単に「一切の存在」なのではないと述べる。 
67 Dhp. 255 
68 Dhp. 277, Th. 676 
69 Th. 102 
70 Th. 1175 
71 Th. 1180 
72 Th. 121 












	 Ud. 8, 9(p. 93. 12-13): 
abhedi kāyo, nirodhi saññā, vedanā pi ’tidahaṃsu sabbā, 






ると言えよう。また、その行が滅する表現として vi-upa-√śam からなる vūpasamiṃsu（静
まった）という表現が用いられていることにも留意しておく必要があろう。 
 
	 Sn. 731 
Yaṃ kiñci dukkhaṃ sambhoti, sabbaṃ saṃkhārapaccayā, 




	 Sn. 732 
Etam ādīnavaṃ ñatvā ‘dukkhaṃ saṃkhārapaccayā’ 
sabbasaṃkhārasamathā saññāya uparodhanā 
evaṃ dukkhakkhayo hoti, … 
苦は形成作用という縁によりあるというこの災いを知って、 
一切の形成作用の静まりにより、想の破壊により、 
                                                      
74 Th. 716 
75 SN. 5, 10(Vol. Ⅰ p. 135) 










	 Sn. 751 
Etam ādīnavaṃ ñatvā ‘dukkhaṃ iñjitapaccayā’ 
tasmā ejaṃ vossajja saṃkhāre uparundhiya 














	 SN. 4, 3-5(Vol. Ⅰ p. 126. 25-28): 
Passaddhakāyo suvimuttacitto|| asaṅkhārāno satimā anoko|| 




	 この用例における asaṅkhārāno は、禅定に関わる用語と並記されていることから、禅定
において心の働きを静める作用を指していると考えられる。 
 
                                                      
77 Dhp. 368, 381, Th. 11, Thī. 182, It. 43(p. 38), It. 72(p. 61), It. 85(p. 81) 
78 Sn. 372 



























                                                      
80 Sn. 241 には susaṃkhata という単語が「よく調理（形成）された〔鶏肉〕」として用いられている。 
81 Dhp. 154 
gahakāraka diṭṭho si puna gehaṃ na kāhasi, 
sabbā ete phāsukā bhaggā gahakūṭaṃ visaṃkhitaṃ, 







82 村上真完[1988: p. 48]は、行も意思であり業も意思であるという点から、両者が行為の動機であるとい
う点では同じであるが、行は具体的な善悪の行為を示すのに用いられないと述べ、行と業の差異について
指摘している。 
83 Sn. 232, 330, 407, Thī. 277, 452, It. 70(p. 59)  
84 Sn. 661, 666, SN. 1, 6-7(Vol. Ⅰ p. 38), SN. 3, 3-2(Vol. Ⅰ p. 97), Dhp. 126, 306, 307, Th. 80, 620, 786, It. 
30(p. 25), It. 31(p. 26), It. 48(pp. 42-43), It. 64(p. 55), It. 65(p. 55) 
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 DN. 16(Vol. Ⅱ p. 99. 9-11): 








	 DN. 16(Vol. Ⅱ pp. 106. 21-107. 6): 
Atha kho Bhagavā Cāpāle cetiye sato sampajāno āyu-saṃkhāraṃ ossaji, … Atha kho 




‘Tulam atulañ ca sambhavaṃ bhava-saṃkhāram avassaji86 muni87, 









                                                      
85 MPS. 14, 5(pp. 193-194) 
86 PTS には avassajī とあるが、ビルマ第六結集版に従い avassaji と読む。Cf. AN. 8, 70(Vol. Ⅳ p. 312) 
87 PTS には munī とあるが、ビルマ第六結集版に従い muni と読む。Cf. AN. 8, 70(Vol. Ⅳ p. 312) 
88 MPS. 16, 14-15(p. 212. 1-8): 
atha bhagavāṃs tadrūpān ṛddhyabhisaṃskāran abhisaṃskaroti yathā samāhite citte jīvita(saṃskārān 
adhi)ṣṭhāyāyuḥsaṃskārān utsṛjati| … 





tulyam atulyam ca saṃbhavaṃ (bhavasaṃskāram apotsṛjan muniḥ 
adhyātmarataḥ samāhi)to h(y abhinat ko)śam ivāṇḍa(saṃbhavaḥ||) 
沈黙の聖者は、同じようにも異なったようにも生じる、生存を形成する作用を捨てた。 
内面で楽しみ、落ち着き、卵から生まれる〔鳥〕が殼を〔破る〕ように、〔形成作用を〕破った。 
89 DĀc. 2(T01. 15c19-c25): 






	 MN. 43(Vol. Ⅰ p. 296. 13-21): 
Yvāyaṃ āvuso mato kālakato, tassa kāyasaṅkhārā niruddhā paṭippassaddhā, vacīsaṅkhārā 
niruddhā paṭippassaddhā, cittasaṅkhārā niruddhā paṭippassaddhā, āyu parikkhīṇo, usmā 
vūpasantā, indriyāni viparibhinnāni; yo cāyaṃ bhikkhu saññāvedayitanirodhaṃ 
samāpanno, tassa pi kāyasaṅkhārā niruddhā paṭippassaddhā, vacīsaṅkhārā niruddhā 
paṭippassaddhā, cittasaṅkhārā niruddhā paṭippassaddhā, āyu aparikkhīṇo, usmā 




















	 SN. 51, 13(Vol. Ⅴ p. 268. 6-22): 
Chandaṃ ce bhikkhave bhikkhu nissāya labhati samādhiṃ labhati cittassa ekaggataṃ|| ayam vuccati 
chandasamādhi|| || So anuppannānam pāpakānam akusalānaṃ dhammānam anuppādāya chandaṃ janeti 
vāyamati viriyam ārabhati cittam paggaṇhāti padahati|| || … Ime vuccati padhānasaṅkhārā|| || 
Iti ayaṃ ca chando ayaṃ ca chandasamādhi ime ca padhānasaṃkhārā|| ayaṃ vuccati bhikkhave 















	 MN. 4491(Vol. Ⅰ p. 301. 20-29): 
Assāsapassāsā kho āvuso Visākha kāyasaṅkhāro, vitakkavicārā vacīsaṅkhāro, saññā ca 
vedanā ca cittasaṅkhāro ti. … 
Assāsapassāsā kho āvuso Visākha kāyikā ete dhammā kāyapaṭibaddhā, tasmā 
assāsapassāsā kāyasaṅkhāro. Pubbe kho āvuso Visākha vitakketvā vicāretvā pacchā 
vācaṃ bhindati, tasmā vitakkavicārā vacīsaṅkhāro. Saññā ca vedanā ca cetasikā ete 





















                                                      
91 Cf. SN. 41, 6(Vol. Ⅳ p. 293) 
92 MN. 117(Vol. Ⅲ p. 73)では、正思惟(sammāsaṃkappa)の説明として、言葉を形成する作用
(vācāsaṃkhāra)が列挙されており、心の働きであることが分かる。 
93 出息入息である身行に関して、色界第四禅に達して passaddha-kāyasaṅkhāra（身行を鎮めた者）となる
と説明される資料も見られる。Cf. DN. 33(Vol. Ⅲ p. 270), AN. 4, 38(Vol. Ⅱ p. 41) 
94 DN. 33(Vol. Ⅲ p. 266), AN. 9, 31(Vol. Ⅳ p. 409), Cf. AN. 10, 72(Vol. Ⅴ p. 135) 
95 藤本晃[2009]は、想受滅を「想によって触れられた滅」であると述べる。 






	 SN. 36, 1198(Vol. Ⅳ p. 217. 4-17): 
Atha kho pana bhikkhu mayā anupubbaṃ saṅkhārānaṃ nirodho akkhāto|| pathamaṃ 
jhānaṃ samāpannassa vācā niruddhā hoti|| dutiyaṃ jhānaṃ samāpannassa vitakkavicārā 
niruddhā honti|| tatiyaṃ jhānaṃ samāpannassa pīti niruddhā hoti|| catutthaṃ jhānaṃ 
samāpannassa assāsapassāsā niruddhā honti|| || Ākāsānañcāyatanaṃ samāpannassa 
rūpasaññā niruddhā hoti|| viññāṇañcāyatanaṃ samāpannassa ākāsānañcāyatanasaññā 
niruddhā hoti|| ākiñcaññāyatanaṃ samāpannassa viññāṇañcāyatanasaññā niruddhā hoti|| 
nevasaññānāsaññāyatanam samāpannassa ākiñcaññāyatanasaññā niruddhā hoti|| || 
Saññāvedayitanirodhaṃ samāpannassa saññā ca vedanā ca niruddhā honti|| || Khīṇāsavassa 



















	 SN. 14, 11(Vol. Ⅱ p. 151. 3-6): 
                                                      
97 舟橋一哉[1952: pp. 100-106]は、三行が禅定の説と関連して成立したことは疑いないとしながらも、十
二支縁起説の三行の内容を禅定と関連づけて説明するのは誤りとし、十二支縁起説の行は凡夫の識の活動
であると指摘する。 
98 Cf. SN. 36, 15-18(Vol. Ⅳ pp. 220-223) 
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Yāyam bhikkhu nevasaññānāsaññāyatanadhātu ayaṃ dhātu 
saṅkhārāvasesasamāpattipattabbā99|| || 










い う 非 想 非 非 想 処 に 類 似 し た 境 地 に 対 し て na h’ etaṃ, bhikkhave, āyatanaṃ 
sasaṃkhārasamāpattipattabbam akkhāyati sasaṃkhārāvasesasamāpattipattabbam 101  etaṃ, 
bhikkhave, āyatanam akkhāyati. Tayidam saṃkhataṃ oḷārikaṃ, atthi kho pana saṃkhārānaṃ 











                                                      
99 PTS には saṅkhārāvasesasamāpatti pattabbā とあるが、同類の経典 MN. 102(Vol. Ⅱ p. 232)に従い、こ
のように読む。 
100 SN-a. 14, 11(Vol. Ⅱ p. 135)によれば、行に関して sukhuma-sankhārānaṃ（諸々の微細な形成作用の）
と註釈している。 
101 PTS には sasaṃkhārāvasesāsamāpattipattabbam とあるが、このように訂正する。 
102 MN. 102(Vol. Ⅱ p. 232) 
103 行を説く定型句として、na ca sasaṅkhāra-niggayha-vāritavata（形成作用を伴って抑止し、行為を防護
するものではない。）があり、複合語が難解ではあるが、この定型句が指す単語を挙げると、
samādhi-subhāvitaṃ cittaṃ ca vimuttaṃ（禅定によってよく修習し、解脱した心）(SN. 1, 4-8(Vol. Ⅰ p. 28))、
Ayaṃ samādhi santo paṇīto paṭippassaddha-laddho ekodibhāvādhigato（この禅定は静まり、勝れており、鎮
まりを得ており、心を一点にする状態に至ったものである。）(DN. 34(Vol. Ⅲ p. 279), Cf. AN. 3, 100(Vol. 




るものであることを示してきた。また、SN. 22, 56(Vol. Ⅲ p. 60)では、行の内容が志向
(cetanā)であると説明されており、さらにその行が触(phassa)を原因として生じることが説
かれていることからも、行が心の働きを主に指していることが分かる。 




	 DN. 9(Vol. Ⅰ p. 184. 18-25): 
“Cetayamānassa me pāpiyo, acetayamānassa me seyyo. Ahañ ce va kho pana ceteyyaṃ 
abhisaṃkhareyyaṃ, imā ca me saññā nirujjheyyuṃ, aññā ca oḷārikā saññā uppajjeyyuṃ. 
Yan nūnāham na ceteyyaṃ na abhisaṃkhareyyan ti.” So na c’ eva ceteti na 
abhisaṃkharoti. Tassa acetayato anabhisaṃkharoto tā c’ eva saññā nirujjhanti, aññā ca 











	 MN. 140(Vol. Ⅲ p. 244. 8-23): 
Imañ ce ahaṃ upekhaṃ evaṃ parisuddhaṃ evaṃ pariyodātaṃ ākāsānañcāyatanaṃ 
upasaṃhareyyaṃ tadanudhammañ ca cittaṃ bhāveyyaṃ, saṃkhatam etaṃ; … 
So n’ eva abhisaṃkharoti nābhisañcetayati bhavāya vā vibhavāya vā. So 
anabhisaṃkharonto anabhisañcetayanto bhavāya vā vibhavāya vā na kiñci loke upādiyati 




                                                                                                                                                              
の二種類あることを指摘しながらも、三昧の中にひらけた解脱の境地が想受滅の本来の姿であるとする。 
105 DN-a. 9(Vol. Ⅱ p. 372)によると、想いの頂点とは無所有処であることが分かる。 
106 MN. 52(Vol. Ⅰ pp. 349-353)には、色界四禅、四無量心、空無辺処、識無辺処、無所有処という禅定
と関連するものが abhisaṅkhata, abhisañcetayita（形成されたもの、志向されたもの）であると説かれる。










	 最後に、行の滅の定型句に関して付言しておく。DN. 14(Vol. Ⅱ p. 36)には覚りの境地





















                                                      
107 Vin.(Vol. Ⅰ p. 5), MN. 22(Vol. Ⅰ p. 136), MN. 26(Vol. Ⅰ p. 167), MN. 64(Vol. Ⅰ p. 436), SN. 6, 
1-1(Vol. Ⅰ p. 136), SN. 48, 50(Vol. Ⅴ p. 226), AN. 3, 32(Vol. Ⅰ p. 133), AN. 4, 114(Vol. Ⅱ p. 118), 
AN. 5, 140(Vol. Ⅲ p. 164), AN. 10, 6(Vol. Ⅴ p. 8), AN. 10, 60(Vol. Ⅴ p. 110), AN. 11, 8(Vol. Ⅴ p. 320), 
AN. 11, 9(Vol. Ⅴ p. 322), AN. 11, 19(Vol. Ⅴ p. 354), AN. 11, 21(Vol. Ⅴ p. 357) 






































                                                      
109 DN. 14(Vol. Ⅱ p. 33) 












・	 sīlasampanno paññavā susamāhito114（戒を具え、智慧を有し、よく落ち着いた者） 
・	 paññabalaṃ sīlavatūpapannaṃ samāhitaṃ jhānarataṃ satīmaṃ115（智慧という力があり、
戒と宗教的行為を具え、落ち着き、禅定を楽しみ、自覚を持つ者を） 
・	 paññāvantassa jhāyino116（智慧を有し、禅定する者の） 
・	 sati paññā ca me vuḍḍhā cittañ ca susamāhitaṃ117（私の自覚と智慧は増大し、心はよく
落ち着いた。） 
・	 mahāñāṇī samāhito118（偉大な知を持ち、落ち着いた者） 
・	 paññavantaṃ tathāvādiṃ sīlesu susamāhitaṃ cetosamathasaṃyuttaṃ119（智慧を有し、〔真
実の〕ままに語り、諸々の戒においてよく落ち着き、心の寂静に結びついた者を） 








                                                      




113 SN. 4, 1-1(Vol. Ⅰ p. 103), Cf. Th. 634 
114 Sn. 174 
115 Sn. 212, Cf. Th. 12 
116 Dhp. 111 
117 Th. 46 
118 Th. 1014 
119 Th. 1077 
120 SN. 2, 2-4(Vol. Ⅰ p. 53) 
121 Dhp. 229, SN. 11, 2-6(Vol. Ⅰ p. 233)には、複合語理解が困難ではあるが paññāsīlasamāhita という単
語がある。 
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れ、縁起のように明確に因果関係が説かれていないのは、n’ atthi jhānaṃ apaññassa paññā n’ 















	 MN. 39(Vol. Ⅰ p. 279. 19-32): 
So evaṃ samāhite citte … ānejjappatte āsavānaṃ khayañāṇāya cittaṃ abhininnāmeti. So: 
idaṃ dukkhan ti yathābhūtaṃ pajānāti127, ayaṃ dukkhasamudayo ti yathābhūtaṃ pajānāti, 
ayaṃ dukkhanirodho ti yathābhūtaṃ pajānāti, ayaṃ dukkhanirodhagāminī paṭipadā ti 
yathābhūtaṃ pajānāti; ime āsavā ti yathābhūtaṃ pajānāti, ayaṃ āsavasamudayo ti 
yathābhūtaṃ pajānāti, ayaṃ āsavanirodho ti yathābhūtaṃ pajānāti, ayaṃ 
                                                      
122 Th. 112 
123 韻文資料における三明については、tisso vijjā anuppattā, kataṃ buddhassa sāsanaṃ（三明が得られた。
ブッダの教えが実践された。）の用例が Th.や Thī を中心として多く見られる。 
124 Th. 1222, SN. 8, 3(Vol. Ⅰ p. 188) 
125 Dhp. 372 
126 三明の展開については、榎本文雄[1981][1982]によって詳細に研究されている。 
127 榎本文雄[1982: p. 74]は、四聖諦などを知る時の「知る」という用語の相違に関して、ブッダの回想部
分では abhi-√jñā が用いられ、ブッダが仏教の修行体系を説く場合は pra-√jñā が用いられていることを指
摘している。そして、pra-√jñā の登場が慧解脱の思想の生むと考えている。 
 148 
āsavanirodhagāminī paṭipadā ti yathābhūtaṃ pajānāti. Tassa evaṃ jānato evaṃ passato … 
cittaṃ vimuccati, vimuttasmiṃ vimuttam iti ñāṇaṃ hoti; khīṇā jāti, vusitaṃ 











	 この用例における下線部の表現から、榎本文雄[1982: p. 74]は「四聖諦や āsrava を悟り
の知恵で知る(pra-√jñā)ことにより āsrava から心(citta)が解脱する(vi-√muc)ことが説かれ
ている。」とし、ここには慧解脱と心解脱が説かれていると指摘する。 
	 六神通における漏尽通も上記の MN. 39 の用例と同様に説明される128が、より簡略な形
態も存在する。 
 
	 MN. 6(Vol. Ⅰ pp. 35. 36-36. 1): 
āsavānaṃ khayā anāsavaṃ cetovimuttiṃ paññāvimuttiṃ diṭṭhe va dhamme sayaṃ 












                                                      
128 DN. 2(Vol. Ⅰ pp. 83-84) 
129 舟橋一哉[1952: pp. 215-221]、雲井昭善[1980][1982] 
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sāmādhikaṃ ceto-vimuttiṃ phusi130（禅定に関する心解脱を体得した。）、Bhikkhu siyā jhāyī 
vimuttacitto 131（比丘が禅定し、心を解き放ち）、Passa samādhi-subhāvitaṃ cittaṃ ca 






	 AN. 2, 3(Vol. Ⅰ p. 61. 4-14): 
Dve ’me bhikkhave dhammā vijjābhāgiyā. Katame dve? Samatho ca vipassanā ca. 
Samatho ca bhikkhave bhāvito kam attham anubhoti? Cittaṃ bhāvīyati. Cittaṃ bhāvitaṃ 
kaṃ atthaṃ anubhoti? Yo rāgo so pahīyati. Vipassanā bhikkhave bhāvitā kam atthaṃ 
anubhoti? Paññā bhāvīyati. Paññā bhāvitā kam atthaṃ anubhoti? Yā avijjā sā pahīyati: 
rāgupakkiliṭṭhaṃ vā bhikkhave cittaṃ na vimuccati avijjupakkiliṭṭhā vā paññā na 













                                                      
130 SN. 4, 3-3(Vol. Ⅰ p. 120) 
131 SN. 2, 1-2(Vol. Ⅰ p. 46) 
132 SN. 1, 4-8(Vol. Ⅰ p. 28) 
133 Th. 1 
134 MN. 12(Vol. Ⅰ p. 70), SN. 52, 21(Vol. Ⅴ p. 305), AN. 6, 64(Vol. Ⅲ pp. 417-418) 
135 DN. 33(Vol. Ⅲ pp. 241-243)には、五つの解脱の境地(pañca vimuttāyatanāni)について言及されており、
この解脱も禅定を表している。 
136 DN. 33(Vol. Ⅲ p. 261), DN. 34(Vol. Ⅲ p. 288) 
137 慧解脱が無明の滅を指していることは、aññāvimokkham pabrūmi avijjāya pabhedanaṃ（完全智による
解脱にして無明の破壊と私は説く）(Sn. 1107)、paññāvimuttassa na santi mohā（智慧によって解脱した者
には愚かさがない）(Sn. 847)などの韻文資料からも窺える。 
138 SN. 48, 46(Vol. Ⅴ p. 223. 1-6): 





に、韻文資料における行の用例で、Passaddhakāyo suvimuttacitto|| asaṅkhārāno satimā 
anoko||140（家なき者は、身体を軽くし、心をよく解き放ち、形成することなく、自覚し、）
という資料を挙げており、そこから心が解脱することと行の滅が同じ状況を示唆している






	 AN. 3, 32142(Vol. Ⅰ pp. 132. 24-133. 4): 
Siyā nu kho bhante bhikkhuno tathārūpo samādhipaṭilābho yathā imasmiñ ca saviññāṇake 
kāye ahaṅkāra-mamaṅkāra-mānānusayā nāssu, bahiddhā ca sabbanimittesu 
ahaṅkāra-mamaṅkāra-mānānusayā nāssu, yañ ca cetovimuttiṃ paññāvimuttiṃ 
upasampajja viharato ahaṅkāra-mamaṅkāra-mānānusayā na honti tañ ca cetovimuttiṃ 
paññāvimuttiṃ upasampajja vihareyyā ti?  
Siyā Ānanda … 
Idh’ Ānanda bhikkhuno evaṃ hoti: etaṃ santaṃ etaṃ paṇītaṃ yadidaṃ 
sabbasaṅkhārasamatho sabbūpadhi-paṭinissaggo taṇhakkhayo virāgo nirodho nibbānan ti. 






                                                                                                                                                              
katamesaṃ dvinnaṃ|| || Ariyāya ca paññāya ariyāya ca vimuttiyā|| || Yā hissa bhikkhave ariyā paññā tad 






139 Ud. 1, 1(p. 1)によると、ブッダが覚ってから七日間、解脱の安楽(vimuttisukha)を感受していることが
説かれており、さらに七日間が過ぎた後、禅定(samādhi)から出て縁起説の観察を始めることから、解脱
の安楽を感受しているのは禅定に入った状態であることが窺える。 
140 SN. 4, 3-5(Vol. Ⅰ p. 126) 
141 SN. 22, 53(Vol. Ⅲ pp. 53-54) 















	 MN. 70(Vol. Ⅰ p. 477. 25-29): 
Katamo ca bhikkhave puggalo ubhatobhāgavimutto: Idha bhikkhave ekacco puggalo ye te 
santā vimokhā atikkamma rūpe āruppā te kāyena phassitvā viharati, paññāya c’ assa disvā 










nevasaññānāsaññāyatanaṃ samatikkamma saññāvedayitanirodhaṃ upasampajja viharati, 
paññāya c’ assa disvā āsavā parikkhīṇā honti145（比丘は完全に非想非非想処を越えて、想受
滅を会得して住する。また、智慧によって見て、彼の諸々の煩悩は滅尽する。）という用
                                                      
143 SN. 1, 4-8(Vol. Ⅰ p. 28. 31-33): 





	 この資料においても、心の解脱と行の滅が同じ状況を示唆していると言える。Cf. AN. 9, 37(Vol. Ⅳ p. 
428) 
144 DN. 15(Vol. Ⅱ p. 71), Cf. SĀc(1). 936(T02. 239-240), SĀc(2). 160(T02. 434) 






	 It. 72(p. 61. 9-12): 
Kāmanissaraṇaṃ ñatvā rūpānañ ca atikkamaṃ| 



















SN. 12, 70(Vol. Ⅱ pp. 119-128)によれば、慧解脱の者には六神通のうち、漏尽通を除く五
                                                      
146 AN. 9, 45(Vol. Ⅳ p. 453. 11-14): 
yathā yathā ca tad āyatanaṃ tathā tathā naṃ kāyena phassitvā viharati, paññāya ca naṃ pajānāti. Ettāvatā 





脱者の特徴を表す用例であり、この資料から De Silva[1978: pp. 136-137]は、倶解脱者が色界初禅から想
受滅に至るまでの禅定に通達している者であり、慧解脱者はそうではないとしてその差異を述べている。 
147 It. 72(p. 61), It. 85(p. 81) 
148 Schmithausen[1981: pp. 209-210]は、ブッダの個人的な覚りには、四諦の発見と解脱に到達したという
確信の二つの異なる側面が含まれていると考えており、後の概念化において、この二つの時間的な前後関
係が考えられることは不可避であり、「四諦の発見⇒解脱智見」という順序が成り立ったとする。 
149 MN. 149(Vol. Ⅲ p. 290), DN. 34(Vol. Ⅲ p. 274), SN. 45, 159(Vol. Ⅴ p. 52), Cf. MN. 151(Vol. Ⅲ p. 
297), SN. 45, 46(Vol. Ⅴ p. 28) 
 153 
神通と倶解脱の説明で見た santā vimokhā atikkamma rūpe āruppā（諸々の色を越え、無色
にして、静まった諸々の解脱）という実践が欠落していることが説かれており、MN. 70






	 MN. 137(Vol. Ⅲ p. 218. 24-29): 
Rūpānaṃ tv eva aniccataṃ viditvā vipariṇāmavirāganirodhaṃ: Pubbe c’ eva rūpā etarahi 
ca sabbe te rūpā aniccā dukkhā vipariṇāmadhammā ti evam etaṃ yathābhūtaṃ 
sammappaññāya disvā anuttaresu vimokhesu pihaṃ upaṭṭhāpeti: Kadā ’ssu nām’ ahaṃ tad 














	 SN. 12, 68(Vol. Ⅱ p. 118. 4-8): 
Seyyathāpi āvuso kantāramagge udapāno|| tatra nevassa rajjunā udakavārako|| || Atha puriso āgaccheyya 
ghammābhitatto ghammapareto kilanto tasito pipāsito|| so taṃ udapānam olokeyya|| tassa udakan ti hi 




152 DN. 16(Vol. Ⅱ p. 81. 7-11): 
sīla-paribhāvito samādhi mahapphalo hoti mahānisaṃso, samādhi-paribhāvitā paññā mahapphalā hoti 






153 SN. 48, 50(Vol. Ⅴ p. 226. 4-7): 
avijjāya tv eva tamokāyassa asesavirāganirodho santam etam padam … yad idaṃ 




	 MN. 64(Vol. Ⅰ pp. 435. 31-436. 4): 
So yad eva tattha hoti rūpagataṃ vedanāgataṃ saññāgataṃ saṅkhāragataṃ viññāṇagataṃ 
te dhamme aniccato dukkhato rogato gaṇḍato sallato aghato ābādhato parato palokato 
suññato anattato samanupassati. So tehi dhammehi cittaṃ paṭivāpeti, so tehi dhammehi 
cittaṃ paṭivāpetvā amatāya dhātuyā cittaṃ upasaṃharati: etaṃ santaṃ etaṃ paṇītaṃ 
yadidaṃ sabbasaṅkhārasamatho sabbūpadhipaṭinissaggo taṇhakkhayo virāgo nirodho 






























154 MN. 22(Vol. Ⅰ p. 140) 
 155 

























                                                      




	 SN. 12, 65(Vol. Ⅱ p. 105. 25-31): 
Tassa mayhaṃ bhikkhave etad ahosi|| || Adhigato kho myāyaṃ maggo bodhāya yad idaṃ 
nāmarūpanirodhā viññāṇanirodho|| Viññāṇanirodhā nāmarūpanirodho|| nāmarūpanirodhā 
saḷāyatananirodho|| saḷāyatananirodhā phassanirodho|| pe|| || 











	 SN. 12, 65(Vol. Ⅱ pp. 106. 21-107. 2): 
Ayaṃ kho so bhikkhave purāṇamaggo purāṇañjaso pubbakehi sammāsaṃbuddhehi 
anuyāto|| || Tam anugacchiṃ|| tam anugacchanto jarāmaraṇaṃ abbhaññāsiṃ|| 
jarāmaraṇasamudayam abbhaññāsiṃ|| 157  jarāmaraṇanirodham abbhaññāsiṃ|| 
jarāmaraṇanirodhagāminim paṭipadam abbhaññāsim|| || … 
Tam anugacchiṃ|| tam anugacchanto saṅkhāre abbhaññāsiṃ|| saṅkhārasamudayam 
abbhaññāsiṃ|| saṅkhāranirodham abbhaññāsiṃ|| saṅkhāranirodhagāminiṃ paṭipadam 
abbhaññāsim|| || 

















                                                      
157 PTS には jarāmaraṇasamudayam abbhaññāsiṃ|| jarāmaraṇasamudayam abbhaññāsiṃ||とあるが、このよう
に訂正する。 
158 下線部に対応する梵文資料 NidSa(Tr). 5, 38 (p. 105)では、四衆だけではなく外道の沙門やバラモンや
放浪者や遊行者というように聞き手の対象を広げている。 
159 既に言及した「城邑経」類の漢訳資料である EĀc. 38, 4 には以下の記述が見られる。 
 














	 SN. 12, 2(Vol. Ⅱ p. 2. 18-26): 
Avijjāpaccayā bhikkhave saṅkhārā|| saṅkhārapaccayā viññāṇaṃ|| viññāṇapaccayā 
nāmarūpaṃ|| …  jātipaccayā jarāmaraṇaṃ soka-parideva-dukkha-domanassupāyāsā 160 














	 SN. 12, 25161(Vol. Ⅱ p. 40. 5-7): 
Avijjāpaccayā va sāmaṃ vā taṃ Ānanda kāyasaṅkhāram 162  abhisaṅkharoti yam 










                                                      
160 PTS には soka-parideva-dukkha-domanassupāyasā とあるが、このように訂正する。 
161 Cf. AN. 4, 171(Vol. Ⅱ pp. 157-159) 
162 PTS には kāyasankhāram とあるが、このように訂正する。 




	 SN. 12, 51(Vol. Ⅱ p. 82. 9-20): 
Avijjāgato yaṃ bhikkhave purisapuggalo puññaṃ ce saṅkhāram abhisaṃkharoti|| 
puññūpagaṃ hoti viññāṇaṃ|| apuññaṃ ce saṅkhāraṃ abhisaṅkharoti|| apuññūpagaṃ hoti 
viññāṇaṃ|| Āneñjam ce saṅkhāram abhisaṅkharoti|| āneñjūpagaṃ hoti viññāṇaṃ|| || 
Yato kho bhikkhave bhikkhuno avijjā pahīnā hoti vijjā uppannā|| so avijjāvirāgā 
vijjuppādā-n-eva puññabhisaṅkhāram abhisaṅkharoti|| na apuññabhisaṅkhāram 
abhisaṅkharoti|| na āneñjābhisaṅkhāram164 abhisaṅkharoti|| || 
anabhisaṅkharonto anabhisañcetayanto na kiñci loke upādiyati|| anupādiyaṃ na 





















                                                      
164 PTS には ānejābhisaṅkhāram とあるが、このように訂正する。 
165 SN-a. 12, 51(Vol. Ⅱ p. 78) 
166 舟橋一哉[1952: p. 229] 
167 DĀc. 9(T01. 50) 
168 『大集法門経』(T01. 228) 
 159 
つを挙げており、特に修習は禅定と関連している169ことも窺えよう170。一方、不動の内容






加えて、上述した SN. 12, 51 において、苦が滅する場合に「志向しない(anabhisañcetayanto)」
と説かれることから、三つの行は心の働きであると言える。そのことは註釈や後の論書174を
も参照すればより明瞭となる。 








                                                      
169 bhāvanā が心の修行であり、禅定を意味することについては、櫻部建[1964: pp. 44-45]を参照されたい。 
170 Cf. 舟橋一哉[1952: p. 239] 
171 MN. 105(Vol. Ⅱ p. 255)には、Āṇañjasaṃyojanena hi visaṃyutto ākiñcaññāyatanādhimutto 
purisapuggalo（不動との結びつきを離れ、無所有処に心を向けた人）という用例も見られる。 
172 Ud. 3, 3(p. 27), Cf. Vin.(Vol. Ⅲ p. 109) 
173 DN. 2(Vol. Ⅰ p. 76)には、色界第四禅の説明をした後、evaṃ samāhite citte … ānejjappatte（このよ
うに心が落ち着き、…不動に達した時）という記述があることから、Anālayo[2009: p. 177]は、不動の境
地は色界第四禅を通して得られるものと考えている。しかし、AN. 4, 190(Vol. Ⅱ p. 184)には、ānejjapatto
（不動に達した者）が四無色定を指しており、一概に不動が色界第四禅を指しているとも言えず、
Anālayo[2009: p. 179]も不動という用語の用法に変動があることを認めている。 
174 Vibh.(p. 135. 18-25): Cf. DN-a. 33(Vol. Ⅲ p. 997) 
Kusalā cetanā kāmāvacarā rūpāvacarā dānamayā sīlamayā bhāvanāmayā: ayaṃ vuccati 
puññābhisaṃkhāro. … 
Akusalā cetanā kāmāvacarā: ayaṃ vuccati apuññābhisaṃkhāro. … 






	 また、SN-a. 12, 51(Vol. Ⅱ p. 78)によれば、不動なる形成作用を catu-cetanā-bhedaṃ 
ānañj’ābhisankhāraṃ（四つの志向の区別がある不動なる形成作用）と註釈しており、無色界が四つからな
るということに相応している。 
175 SN. 56, 42(Vol. Ⅴ pp. 449. 12-450. 1): Cf. SN. 56, 43(Vol. Ⅴ pp. 450-452) 
Ye hi keci bhikkhu samaṇā vā brāhmaṇā vā Idaṃ dukkhan ti yathābhūtaṃ nappajānanti|| Ayaṃ 
dukkhasamudayo ti …Ayaṃ dukkhanirodho ti …Ayaṃ dukkhanirodhagāminī paṭipadā ti yathābhūtaṃ 
nappajānanti|| te jātisaṃvattanikesu saṅkhāresu abhiramanti|| jarāsaṃvattanikesu saṅkhāresu … 




















                                                                                                                                                              
abhiramanti|| || Te … jātisaṃvattanike pi saṅkhāre abhisaṅkharonti|| jarāsaṃvattanike pi saṅkhāre 
abhisaṅkharonti|| maraṇasaṃvattanike pi saṅkhāre abhisaṅkharonti|| 
sokaparidevadukkhadomanassupāyāsasaṃvattanike pi saṅkhāre abhisaṅkharonti|| || Te …jātipapātam pi 
papatanti|| jarāpapātam pi papatanti|| maraṇapapātam pi papatanti|| 













177 DĀc. 30(T01. 133-134)には、衆生が身口意によって悪しき行為をなした結果、死後に識が滅し、新た
な境涯に識が生じ、それを起点とした「識→名色→六処」という縁起関係が説かれている。 
178 村上真完[1989: p. 45]は、水野弘元[1974]に倣っている。 
179 AN. 6, 63(Vol. Ⅲ p. 415. 7-10): 
Cetanāhaṃ bhikkhave kammaṃ vadāmi; cetayitvā kammaṃ karoti kāyena vācāya manasā. … Phasso 








	 MN. 120(Vol. Ⅲ pp. 99. 23-100. 2): 
Idha, bhikkhave, bhikkhu saddhāya samannāgato hoti, sīlena samannāgato hoti, sutena 
samannāgato hoti, cāgena samannāgato hoti, paññāya samannāgato hoti. Tassa evam hoti: 
Aho vatāhaṃ kāyassa bhedā parammaraṇā khattiyamahāsālānaṃ sahavyataṃ uppajjeyyan 
ti. So taṃ cittaṃ dahati, taṃ cittaṃ adhiṭṭhāti, taṃ cittaṃ bhāveti; tassa te saṃkhārā ca 















	 MN. 120(Vol. Ⅲ p. 103. 16-21): 
Tassa evaṃ hoti: Aho vatāhaṃ āsavānaṃ khayā anāsavaṃ cetovimuttiṃ paññāvimuttiṃ 
diṭṭhe va dhamme sayaṃ abhiññā sacchikatvā upasampajja vihareyyan ti. So āsavānaṃ 
khayā anāsavaṃ cetovimuttiṃ paññāvimuttiṃ diṭṭhe va dhamme sayaṃ abhiññā 








                                                      
180 この vihāra という語に対して、村上真完[1987: p. 69]は、梵住(brahma-vihāra)や慈住(mettā-vihāra)など
のように、特定のことに心を集中する禅定や瞑想であり、心の持ち方を表しているとするが、文脈上その
ように考えるのが妥当であろう。 









	 MN. 57183(Vol. Ⅰ pp. 389. 27-390. 1): 
Katamañ ca Puṇṇa kammaṃ kaṇhaṃ kaṇhavipākaṃ: Idha Puṇṇa ekacco sabyābajjhaṃ 
kāyasaṅkhāraṃ abhisaṅkharoti sabyābajjhaṃ vacīsaṅkhāraṃ abhisaṅkharoti 
sabyābajjhaṃ manosaṅkhāraṃ abhisaṅkharoti. So sabyābajjhaṃ kāyasaṅkhāraṃ 
abhisaṅkharitvā sabyābajjhaṃ vacīsaṅkhāraṃ abhisaṅkharitvā sabyābajjhaṃ 
manosaṅkhāraṃ abhisaṅkharitvā sabyābajjhaṃ lokam upapajjati. Tam-enaṃ 
sabyābajjhaṃ lokaṃ upapannaṃ samānaṃ sabyābajjhā phassā phusanti. So sabyābajjhehi 

















次に識が再生することを説く用例を見る。以下に示す資料は、先述した MN. 106(Vol. Ⅱ 
                                                      











	 MN. 106(Vol. Ⅱ p. 264. 8-17): 
Puna ca paraṃ, bhikkhave, ariyasāvako iti paṭisañcikkhati: Ye ca diṭṭhadhammikā … 
rūpasaññā yā ca āṇañjasaññā, yā ca ākiñcaññāyatanasaññā, sabbā saññā yatth’ etā 
aparisesā nirujjhanti, etaṃ santaṃ etaṃ paṇītaṃ yadidaṃ nevasaññānāsaññāyatanan ti. 
Tassa evaṃ paṭipannassa tabbahulavihārino āyatane cittaṃ pasīdati sampasāde sati etarahi 
vā nevasaññānāsaññāyatanaṃ samāpajjati, paññāya vā adhimuccati. Kāyassa bhedā param 
























                                                      












	 DN. 15(Vol. Ⅱ pp. 62. 38-63. 15): 
‘“Viññāṇa-paccayā nāma-rūpan ti” iti kho pan’ etaṃ vuttaṃ, tad Ānanda iminā p’ etaṃ 
pariyāyena veditabbaṃ yathā viññāṇa-paccayā nāmarūpaṃ. Viññāṇaṃ va hi Ānanda mātu 
kucchiṃ na okkamissatha, api nu kho nāma-rūpaṃ mātu kucchismiṃ samucchissathā ti?’ 
‘No h’ etaṃ bhante.’ ‘Viññāṇaṃ va hi Ānanda mātu kucchiṃ okkamitvā vokkamissatha, 
api nu kho nāma-rūpaṃ itthattāya abhinibbattissathā ti?’ ‘No h’ etaṃ bhante.’ ‘Viññāṇaṃ 
va hi Ānanda daharass’ eva sato vocchijjissatha kumārassa vā kumārikāya vā, api nu kho 











	 AN. 3, 61(Vol. Ⅰ p. 176. 30-36): 
Channaṃ bhikkhave dhātūnaṃ upādāya gabbhassāvakkanti hoti okkantiyā sati 
nāmarūpaṃ, nāmarūpapaccayā saḷāyatanaṃ, saḷāyatanapaccayā phasso, phassapaccayā 
vedanā. Vediyamānassa kho panāhaṃ bhikkhave idaṃ dukkhan ti paññāpemi ayaṃ 
dukkhasamudayo ti paññāpemi ayaṃ dukkhanirodho ti paññāpemi ayaṃ 
dukkhanirodhagāminī paṭipadā ti paññāpemi. 
                                                      
185 藤田宏達[1971: pp. 903-904]、福田琢[1995: pp. 23-24] 













	 MN. 38(Vol. Ⅰ pp. 265. 35-266. 35): 
Tiṇṇaṃ kho pana bhikkhave sannipātā gabbhassāvakkanti hoti: Idha mātāpitaro ca 
sannipatitā honti, mātā ca na utunī hoti, gandhabbo ca na paccupaṭṭhito hoti, n’ eva tāva 
gabbhassāvakkanti hoti. Idha mātāpitaro ca sannipatitā honti, mātā ca utunī hoti, 
gandhabbo ca na paccupaṭṭhito hoti, n’ eva tāva gabbhassāvakkanti hoti. Yato ca kho 
bhikkhave mātāpitaro ca sannipatitā honti, mātā ca utunī hoti, gandhabbo ca paccupaṭṭhito 
hoti, evaṃ tiṇṇaṃ sannipātā gabbhassāvakkanti hoti. Tam-enaṃ bhikkhave mātā nava vā 
dasa vā māse gabbhaṃ kucchinā pariharati mahatā saṃsayena garum-bhāraṃ. Tam-enaṃ 
bhikkhave mātā navannaṃ vā dasannaṃ vā māsānaṃ accayena vijāyati mahatā saṃsayena 
garum-bhāraṃ. Tam-enaṃ jātaṃ samānaṃ sakena lohitena poseti. …  Sa kho so 
bhikkhave kumāro vuddhim-anvāya indriyānaṃ paripākam-anvāya pañcahi kāmaguṇehi 
samappito samaṅgibhūto paricāreti, … So cakkhunā rūpaṃ disvā piyarūpe rūpe sārajjati, 
appiyarūpe rūpe byāpajjati, … So evaṃ anurodhavirodhaṃ samāpanno yaṃ kañci 
vedanaṃ vedeti, sukhaṃ vā dukkhaṃ vā adukkhamasukhaṃ vā, … Tassa taṃ vedanaṃ 
abhinandato abhivadato ajjhosāya tiṭṭhato uppajjati nandī, yā vedanāsu nandī 
tad-upādānaṃ, tass’ upādānapaccayā bhavo bhavapaccayā jāti, jātipaccayā jarāmaraṇaṃ 
sokaparidevadukkhadomanassupāyāsā sambhavanti, evam-etassa kevalassa 
dukkhakkhandhassa samudayo hoti. 
比丘たちよ、三つの集まりにより胎児の入胎がある。ここに母と父が集まっているが、
母が月経のある女性ではなく、ガンダッバが現れていない。それだけでは胎児の入胎
                                                      
187 この部分に関する註釈 AN-a. 3, 61(Vol. Ⅱ p. 281)は、後述する MN. 38(Vol. Ⅰ pp. 265-266)を引用し
ている。Cf. Bodhi[2012: p. 1649] 
188 AN. 3, 61(Vol. Ⅰ pp. 176-177)では、苦の原因と苦の滅の説明として十二支縁起説が説かれ、苦の滅
に至る道は八聖道と説明される。一方、対応する漢訳資料 MĀc. 13(T01. 435-436)には、一般的な四諦説
の説明がなされる。この資料に関連して、Lamotte[1980: pp. 118-119]は、四諦説と縁起説は実用的には交





































                                                      

























































                                                      






























































	 今後の課題として、三支縁起説や五支縁起説に見られた upadhi, upādāna という用語をさ
らに考察すべきであり、それによって三支縁起説や五支縁起説の意味するところをより明
確にすることができるであろう。  
                                                      
2 SN. 22, 80(Vol. Ⅲ p. 94), MN. 75(Vol. Ⅰ pp. 511-512) 
3 SN. 22, 5(Vol. Ⅲ p. 14) 
4 MN. 9(Vol. Ⅰ pp. 49-55) 
5 EĀc. 49, 5(T02. 797) 
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